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緒  論  

 

メ ロ ン は ， N a u d i n の 交 雑 和 合 性 を 参 考 に し た 方 法

に よ り C u c u m i s 属 の 属 種  C u c u m i s  m e l o  L . に 分 類 さ

れ ， そ の 変 種 の 主 な も の と し て ， c o n o m o n ,  m a k u w a ,  

a l b i d a ,  f l a v a ,  r e t i c u l a t u s ,  c a n t a l u p e n s i s ,  i n o d o -  

r u s の 7 種 が 挙 げ ら れ る （ 藤 井 ， 1 9 7 2 ） ． 日 本 で は , マ

ク ワ ウ リ ( m a k u w a ) な ど 漬 物 用 種 が 古 く か ら 栽 培 さ

れ て お り 縄 文 時 代 の 遺 跡 か ら そ の 種 子 が 発 掘 さ れ て

い る . 一 方 ， マ ク ワ 以 外 の メ ロ ン は ， 明 治 初 年 に 福 羽

逸 人 氏 が C a n t a l u p e n s i s を 導 入 し た こ と を き っ か け

と し て ， そ の 後 明 治 中 期 ， 後 期 に か け て 「 ア ー ル ス ・

フ ェ ボ リ ッ ト 」 を 代 表 と す る 英 国 系 温 室 メ ロ ン が 入

り ， 温 室 栽 培 が 行 な わ れ る よ う に な っ た ． 温 室 メ ロ

ン （ r e t i c u l a t u s ） は ， い わ ゆ る 高 級 品 と し て の 地 位

を 確 立 す る よ う に な っ た が ， 一 般 庶 民 が 家 庭 で 食 す

る こ と の で き る い わ ゆ る ホ ー ム メ ロ ン で は な か っ た ．

そ の 後 ， マ ク ワ と 温 室 メ ロ ン ， マ ク ワ と c a n t a l u p e -   

n s i s や i n o d o r u s の 交 雑 種 の 中 か ら ，廉 価 な メ ロ ン の さ

き が け 「 プ リ ン ス 」 （ 坂 田 種 苗 ， 1 9 6 2 ） が 育 成 さ れ ，

そ し て 栽 培 が 容 易 で 可 食 期 間 が 長 く ， 品 質 も よ い ホ
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ー ム メ ロ ン 「 ア イ ボ リ ー 」 「 コ サ ッ ク 」 （ 日 本 園 芸

生 産 研 究 所 ， 1 9 7 0 ） が 発 表 さ れ ， 日 本 の 食 卓 に 欠 か

せ な い 存 在 と な っ て い っ た ．  

 2 0 1 1 年 度 の 「 農 林 水 産 統 計 」 に よ る と メ ロ ン は ，

「 指 定 野 菜 に 準 ず る 野 菜 」 2 6 品 目 の 中 に 含 ま れ る ．

そ の 栽 培 面 積 は 8 , 1 9 0 h a ,  生 産 量 は 1 7 9 , 5 0 0 t で あ り ，

そ れ ぞ れ 対 前 年 度 比 の 9 5 % で あ る も の の 依 然 と し て

高 い 需 要 が あ る こ と を 示 し て い る ．  

 そ の 需 要 に 応 え る た め ， 果 肉 色 の 緑 ・ 赤 ・ 白 ， 果

皮 色 の 灰 ・ 緑 ・ 白 ・ 黄 ， ネ ッ ト の 有 無 ， 作 型 ， 耐 病

性 な ど の 遺 伝 形 質 の 多 様 な 組 み 合 わ せ に よ り 多 く の

品 種 が 生 み 出 さ れ ， 日 本 国 内 だ け で 現 在 ま で に 4 3 0 品

種 が 育 成 さ れ て い る （ 伊 東 ， 2 0 0 9 ） ． そ の 品 種 改 良

の 過 程 で ， 一 部 の 遺 伝 資 源 の 中 に 果 実 内 で 種 子 が 発

芽 す る も の が あ り ， 青 果 栽 培 も 含 め ， 特 に 採 種 栽 培

で 問 題 に な っ て い る ． こ の 事 は メ ロ ン の 高 品 質 安 定

生 産 や 品 種 改 良 を 行 う 上 で ， 大 き な 障 害 と な っ て お

り ， こ の 問 題 に 注 目 し ， 研 究 に 着 手 し た ．  

一 般 的 に ， 種 子 が 成 熟 過 程 で 発 芽 す る こ と は な い

が ， 栽 培 中 に 果 実 内 で 種 子 が 発 芽 す る 現 象 は ， 以 前

か ら キ ュ ウ リ ， ト マ ト ， ダ イ ズ な ど の 多 く の 作 物 で

確 認 さ れ て い る （ 深 城 ，  1 9 3 6 ）． そ の 現 象 の 英 語 表



- 3 - 
 

記 は ， s e e d － s p r o u t i n g  （ D o s  S a n t o s ･ Y a m a g u c h i ， 

1 9 7 9 ），p r e c o c i o u s  g e r m i n a t i o n（ W e l b a u m ら ，1 9 9 0 ），

v i v i p a r y （ M a r r u s h ら ， 1 9 9 8 ） な ど ， 統 一 が み ら れ

な い ． 深 城 （ 1 9 3 6 ） は ，「 不 正 常 発 芽 」 と 表 記 し て

い る が ， 本 論 文 で は ， そ の 現 象 の 表 記 を 「 果 実 内 発

芽 」 と す る ． 果 実 内 発 芽 は ， 特 に 採 種 栽 培 に お い て

問 題 に な る が ， 実 際 の 採 種 栽 培 に お け る こ の 現 象 の

情 報 は ， あ ま り 公 開 さ れ て い な い ．  

マ メ 類 な ど の 乾 果 で は ， 種 子 の 成 熟 過 程 で 水 分 含

有 量 が 低 下 し て 行 く こ と が ， 果 実 内 発 芽 の 抑 制 要 因

の 一 つ （ A c k e r s o n ，  1 9 8 4 ; B a r l o w ら ， 1 9 8 0 ） と 考

え ら れ て い る ． し か し ， ト マ ト ・ メ ロ ン な ど の 漿 果

で は ， 胎 座 部 周 辺 が 果 汁 で 満 た さ れ て お り ， 種 子 が

そ の 成 熟 過 程 で 常 時 水 分 に 曝 さ れ て い る た め ， 発 芽

抑 制 機 構 は ， よ り 複 雑 で あ る ．  

W e l b a u m （ 1 9 9 0 ） は ， メ ロ ン の 果 実 内 発 芽 の 抑 制

要 因 を ， 果 汁 の 浸 透 圧 に よ る 種 子 の 生 理 的 乾 燥 と ，

発 芽 抑 制 や 休 眠 継 続 に 関 与 す る ホ ル モ ン 「 ア ブ シ ジ

ン 酸 」（ 以 降 A B A と 省 略 ） の 作 用 と 考 え ， 浸 透 圧 と

A B A 濃 度 の 異 な る 溶 液 中 で メ ロ ン 種 子 を 発 芽 さ せ ，

そ れ ら が 高 い 環 境 で メ ロ ン の 発 芽 が 抑 制 さ れ る と 報

告 し て い る ．  
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古 く は 深 城 （ 1 9 3 6 ） に よ り 果 実 内 発 芽 と 果 汁 の 浸

透 圧 の 関 係 に つ い て 報 告 さ れ て い る が ， 果 汁 の 内 生

A B A と 果 実 内 発 芽 の 関 係 に つ い て の 報 告 は み ら れ

な い ．  

A B A は ， ワ タ の 果 実 離 脱 ( a b s c i s s i o n ) を 促 進 す る

物 質 ( a b s c i s i n Ⅱ ) と し て 1 9 6 3 年 に 単 離 さ れ ，そ の 後 ，

樹 木 の 冬 芽 の 休 眠 ( d o r m a n c y ) を 誘 導 す る 物 質

( d o r m i n ) と 同 一 で あ る こ と が 明 ら か に な っ た ． 現 在

知 ら れ て い る A B A の 生 理 作 用 に は ，種 子 休 眠 の 誘 導

と 維 持 ，種 子 貯 蔵 タ ン パ ク 質 合 成 誘 導 ，気 孔 の 閉 鎖 ，

ス ト レ ス 抵 抗 性 遺 伝 子 発 現 誘 導 な ど が あ る（ 小 柴 ら ， 

2 0 0 6 ）．  

成 熟 過 程 の 種 子 発 芽 と A B A の 関 係 に つ い て は ，小

麦 の 穂 発 芽 に 関 し て 多 く の 報 告 が あ り ， 種 子 中 の

A B A 含 量 が 多 い 品 種 で 穂 発 芽 が 少 な い （ W a l k e r －

S i m m o n s ，  1 9 8 7 ） こ と が 知 ら れ て い る ． 一 方 ，

M i l b o r r o w （ 1 9 6 9 ） は 数 種 の 植 物 に つ い て 果 肉 中 の

A B A 含 量 は 種 子 の 約 1 0 倍 で あ る と 報 告 し て お り ，

種 子 だ け で な く 果 肉 や 果 汁 中 の A B A が 果 実 内 発 芽

の 抑 制 に 関 与 し て い る 可 能 性 が あ る と 考 え ら れ る ．

し か し ， ト マ ト や メ ロ ン な ど の 漿 果 に お い て ， 種 子

や 果 汁 中 の A B A 含 量 と 果 実 内 発 芽 の 関 係 を 実 際 の
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栽 培 試 験 を 行 い 調 査 し た 知 見 は み ら れ ず ， ま た ， 果

実 内 発 芽 の 難 易 度 の 異 な る 品 種 を 用 い て 比 較 し た 試

験 も み ら れ な い ．  

一 方 ， 採 種 栽 培 に お い て 果 実 内 発 芽 は 母 本 の 栄 養

状 態 に 影 響 を 受 け る こ と が 経 験 的 に 知 ら れ て お り ，

加 工 用 ト マ ト に お い て ， 窒 素 施 肥 量 が 多 い 圃 場 で 果

実 内 発 芽 が 多 く 発 生 す る と の 報 告 （ Y a m a g u c h i ら ， 

1 9 6 7 ） も み ら れ る ． ま た ， シ ロ イ ヌ ナ ズ ナ を 用 い た

試 験 で 硝 酸 態 窒 素 が 種 子 の 休 眠 を 打 破 す る と い う 報

告 が あ り ，硝 酸 態 窒 素 が A B A ま た は ジ ベ レ リ ン（ G A ）

の 生 合 成 経 路 に 影 響 を 与 え る こ と が 示 唆 さ れ て い る

（ A l b o r e s i ら ，  2 0 0 5 ）．  

果 実 内 発 芽 と 施 肥 条 件 に つ い て ， 窒 素 以 外 に カ リ

ウ ム と の 関 連 が 指 摘 さ れ て お り ， ハ ク サ イ （ 岩 田 ・

江 口 ，  1 9 5 8 ）， ピ ー マ ン （ H a r r i n g t o n ，  1 9 6 0 ；

M a r r u s h ら ，  1 9 9 8 ） お よ び ト マ ト （ D o s  S a n t o s ・

Y a m a g u c h i ，  1 9 7 9 ） に お い て カ リ ウ ム 施 肥 量 の 減 少

に よ り 果 実 内 発 芽 が 発 生 す る と の 報 告 が あ る ．  

カ リ ウ ム 施 肥 量 と A B A の 関 係 に つ い て は ，乾 果 で

あ る ピ ー マ ン 一 品 種 を 用 い た 試 験 で ， カ リ ウ ム 濃 度

の 低 下 に よ り 種 子 中 の A B A 含 量 が 減 少 し ，果 実 内 発

芽 が 増 加 す る こ と（ D o s  S a n t o s・ Y a m a g u c h i ，  1 9 7 9 ）
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が 報 告 さ れ て い る ． し か し ， 果 実 内 発 芽 の 難 易 度 の

異 な る 品 種 ・ 系 統 の 果 実 内 発 芽 と A B A 含 量 に つ い て

調 査 し た 知 見 は な く ， メ ロ ン な ど の 漿 果 に お い て ，

胎 座 部 周 辺 の 果 汁 中 の A B A 含 量 と 果 実 内 発 芽 の 関

連 を 調 査 し た 報 告 は み ら れ な い ．  

本 研 究 で は ， 第 1 章 ・ 第 2 章 に お い て 果 実 内 発 芽

に 対 す る 感 受 性 の 異 な る メ ロ ン 系 統 を 用 い ， 窒 素 ・

カ リ ウ ム 施 肥 が 異 な る 条 件 で 採 種 栽 培 を 行 い ， 漿 果

に お け る 果 実 内 発 芽 発 生 の メ カ ニ ズ ム に つ い て 明 ら

か に し た ．  第 3 章 ・ 第 4 章 で は ， 前 章 ま で の 結 果 を

も と に 果 実 内 発 芽 の 抑 制 方 法 を 検 討 し た ．  

 本 論 文 は 2 0 0 7 年 3 月 か ら 2 0 1 1 年 3 月 に わ た り ，

財 団 法 人 日 本 園 芸 生 産 研 究 所 （ 現 ， 公 益 財 団 法 人 園

芸 植 物 育 種 研 究 所 ） で 試 験 を 行 い ， 2 0 1 2 年 4 月 か ら

2 0 1 3 年 3 月 ま で の 千 葉 大 学 大 学 院 園 芸 学 研 究 科 在

学 中 に 学 位 論 文 と し て ま と め た も の で あ り ， 全 5 章

か ら な る ． 第 1 章 は 硝 酸 態 窒 素 施 用 が 内 生 ア ブ シ ジ

ン 酸 含 量 と 果 実 内 発 芽 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て 調 査 し

た 栽 培 試 験 ； 第 2 章 は カ リ ウ ム 施 用 が 内 生 ア ブ シ ジ

ン 酸 含 量 と 果 実 内 発 芽 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て 調 査 し

た 栽 培 試 験 ； 第 3 章 は 高 カ リ ウ ム 施 肥 に よ る 果 実 内

発 芽 の 抑 制 に つ い て 検 討 し た 栽 培 試 験 ； 第 4 章 は 低
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カ リ ウ ム 施 肥 下 に お け る 外 生 ア ブ シ ジ ン 酸 処 理 が 果

実 内 発 芽 の 抑 制 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て 検 討 し た 栽 培

試 験 で あ り ， 第 5 章 は 総 合 考 察 と し た ．  
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第 1 章  メ ロ ン の 果 実 内 発 芽 と 内 生 ア ブ シ

ジ ン 酸 含 量 に 及 ぼ す 硝 酸 態 窒 素 施 用 の 影 響  

 

         緒  言  

 

栽 培 中 に 果 実 内 で 成 熟 過 程 の 種 子 が 発 芽 す る 現 象 「 果

実 内 発 芽 」 は ， 以 前 か ら キ ュ ウ リ ， ト マ ト ， ダ イ ズ な ど

の 多 く の 作 物 で 確 認 さ れ て い る （ 深 城 ，  1 9 3 6 ）． 果 実 内

発 芽 は ， 特 に 採 種 栽 培 に お い て 問 題 に な る と 考 え ら れ る

が ， 実 際 の 採 種 栽 培 に お け る こ の 現 象 の 情 報 は ， あ ま り

公 開 さ れ て い な い ．  

果 実 内 発 芽 は 採 種 母 本 の 栄 養 状 態 に 影 響 を 受 け る こ と

が 知 ら れ て お り ， 加 工 用 ト マ ト に お い て ， 窒 素 施 肥 量 が

多 い 圃 場 で 果 実 内 発 芽 が 多 く 発 生 す る と の 報 告

（ Y a m a g u c h i ら ，  1 9 6 7 ） が み ら れ る ． ま た ， シ ロ イ ヌ

ナ ズ ナ を 用 い た 試 験 で 硝 酸 態 窒 素 が 種 子 の 休 眠 を 打 破 す

る と い う 報 告 が あ り ，硝 酸 態 窒 素 が A B A ま た は ジ ベ レ リ

ン （ G A ） の 生 合 成 経 路 に 影 響 を 与 え る こ と が 示 唆 さ れ て

い る （ A l b o r e s i ら ，  2 0 0 5 ）．  

一 方 ， 成 熟 過 程 の 種 子 発 芽 と A B A の 関 係 に つ い て は ，
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小 麦 の 穂 発 芽 に 関 し て 多 く の 報 告 が あ り ， 種 子 中 の A B A

含 量 が 多 い 品 種 で 穂 発 芽 が 少 な い （ W a l k e r － S i m m o n s ， 

1 9 8 7 ） こ と が 知 ら れ て い る ． し か し ， ト マ ト や メ ロ ン な

ど 多 汁 質 の 漿 果 に お い て ，種 子 や 果 汁 中 の A B A 含 量 と 果

実 内 発 芽 の 関 係 を 実 際 の 栽 培 試 験 を 行 い 調 査 し た 知 見 は

み ら れ ず ， ま た ， 果 実 内 発 芽 の 難 易 度 の 異 な る 品 種 を 用

い て 比 較 し た 試 験 も み ら れ な い ．  

第 1 章 で は ， 果 実 内 発 芽 の 難 易 度 の 異 な る メ ロ ン 2 系

統 を 用 い ， 異 な る 硝 酸 態 窒 素 施 肥 条 件 下 で 栽 培 し ， 果 実

内 発 芽 と 内 生 A B A の 関 係 を 究 明 し よ う と し た ．  

 

材 料 お よ び 方 法  

 

試 験 １ ．  

1 .  供 試 植 物 と 試 験 区  

供 試 植 物 は ，（ 財 ） 日 本 園 芸 生 産 研 究 所 で メ ロ ン の 育 種

過 程 で 収 集 し た 素 材 の 中 に 果 実 内 発 芽 し 易 い 系 統 ‘ S ･

V S ’ と 果 実 内 発 芽 し 難 い 系 統 ‘ R ･ V S ’ が 確 認 さ れ た の

で そ れ ら を 母 系 と し て 供 試 し た ．  

栽 培 試 験 は ， 養 液 栽 培 で 行 い ， 培 養 液 に 山 崎 メ ロ ン 処
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方 を 用 い た ． 交 配 期 か ら 培 養 液 の N O 3 － N 濃 度 の み を 変

え ， 2 倍 濃 度 区 （ 2 6 . 0  m e ･ L － 1 ）， 標 準 濃 度 区 （ 1 3 . 0  m e ･

L － 1 ） お よ び 1 / 2 倍 濃 度 区 （ 6 . 5  m e ･ L － 1 ） の 3 水 準 で 処

理 を 行 っ た ． 2 倍 濃 度 区 の N O 3 － N 濃 度 の 調 節 は ， 山 崎

メ ロ ン 処 方 に N a N O 3 を 添 加 す る こ と に よ り ， 1 / 2 倍 濃 度

区 は ， K N O 3 を 削 減 し K 2 S O 4 で 代 替 す る こ と に よ り 行 っ

た ．  

2 .  耕 種 概 要  

2 0 0 7 年 3 月 1 3 日 に 培 養 土 を 充 填 し た 育 苗 箱 に 播 種 し ，

3 月 2 0 日 に 1 0 . 5  c m ポ ッ ト に 鉢 上 げ し 2 9 日 間 育 苗 し た

後 ， 4 月 1 1 日 に 本 葉 3 枚 の 苗 を ピ － ト モ ス ： バ － ミ キ ュ

ラ イ ト （ 7 : 3 ） の 培 地 を 充 填 し た 1 5  L 容 の ポ リ 袋 に 1 株

ず つ 植 え ， 硬 質 プ ラ ス チ ッ ク ハ ウ ス （ 8  m × 3 0  m ） 内 に

3 0  c m 間 隔 で 設 置 し た ． 定 植 株 数 は ， 各 処 理 区 1 6 株 2

反 復 計 3 2 株 と し た ．  

交 配 は ， 5 月 8 ～ 1 1 日 の 間 に 行 っ た ． 父 系 と し て 当 所

育 成 の 系 統 A を 用 い ， 午 前 1 0 時 頃 ま で に 交 配 し た ．  

培 養 液 の 給 液 は ， 圧 力 補 正 付 き ド リ ッ パ － （ 吐 出 量 2  

L ・ h － 1 × 4 個 ，  4 枝 マ ニ フ ォ － ル ド 間 隔 3 0  c m ，  ネ タ

フ ィ ム ジ ャ パ ン ） で 点 滴 潅 液 し た ． 定 植 か ら 交 配 前 日 ま
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で は ，す べ て の 処 理 区 に お い て 標 準 濃 度 の 培 養 液 を 与 え ，

交 配 開 始 日 か ら 供 試 2 系 統 の そ れ ぞ れ を 上 記 3 水 準 の 濃

度 で 2 0 日 間 潅 液 し た ．  

整 枝 法 は ， 慣 行 の 1 本 仕 立 て 栽 培 と し ， 親 づ る の 1 1

～ 1 5 節 の 子 づ る に 2 果 着 果 さ せ た ．  

収 穫 は ， 種 子 成 熟 過 程 の 交 配 後 3 5 日 と 種 子 完 熟 期 の

5 0 日 の 2 回 行 っ た ．  

3 .  調 査 方 法  

完 熟 期 の 果 実 を 収 穫 し た 後 ， 地 上 部 生 体 重 ・ 果 重 を 測

定 し た ．  

収 穫 し た 果 実 は ，2 5 ℃ で 2 週 間 追 熟 し た ．追 熟 後 ，A B A

含 量 測 定 用 の 種 子 お よ び 果 汁 サ ン プ ル を 採 取 し て －

8 0 ℃ で 凍 結 保 存 し ， 分 析 に 供 し た ．  

他 の 種 子 に つ い て は ， 胎 座 部 と 種 子 を 取 り 出 し て 2 4

時 間 追 熟 さ せ た 後 ， 比 重 選 に よ り 充 実 し た 種 子 を 選 別 し

乾 燥 さ せ ，気 温 1 0 ℃ ・ 相 対 湿 度 3 0 % 以 下 の 条 件 で 貯 蔵 し ，

果 実 内 発 芽 率 調 査 ，発 芽 試 験 お よ び 異 な る A B A 濃 度 の 水

溶 液 を 用 い た 発 芽 試 験 を 行 っ た ．  

1 )  果 実 内 発 芽 率 調 査   

種 皮 が 割 れ て 幼 根 ま た は 子 葉 が 見 え る 種 子 を 果 実 内 発
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芽 と し ， 採 種 粒 数 に 対 す る 割 合 を 調 査 し た ．  

2 )  発 芽 試 験   

国 際 種 子 検 査 規 定 （ I S T A ） に 準 じ ， 濾 紙 を 2 枚 敷 い た

1 2 c m シ ャ ー レ 内 に 種 子 を 5 0 粒 置 床 し 8 m l の 蒸 留 水 を 灌

水 後 ，2 5 ℃ で 7 日 間 イ ン キ ュ ベ ー ト し 発 芽 率 を 調 査 し た ． 

3 )  異 な る A B A 濃 度 の 水 溶 液 を 用 い た 発 芽 試 験  

異 な る 窒 素 施 用 条 件 で 採 種 し た ‘ S ･ V S ’ お よ び  ‘ R ･

V S ’ を 供 試 し ， A b s c i s i c  a c i d  （ 9 8 % ， A l d r i c h ） を 溶 解

し た A B A 水 溶 液 （ 0 ，  6 1 ，  2 4 6 ，  4 9 2 お よ び  9 8 5   n g ･

m L － 1 ） を 用 い ， I S T A の 方 法 に 準 じ 発 芽 率 を 調 査 し た ．  

4 )  A B A 分 析   

種 子 ・ 胎 座 部 果 汁 中 の A B A 分 析 は ， － 8 0 ℃ に 凍 結 保 存

し た サ ン プ ル を 用 い た ． A r e n a s － H u e r t e r o  ( 2 0 0 0 ） の 方

法 に 準 じ ， 種 子 1 0 0 m g 程 度 を 液 体 窒 素 で 凍 結 粉 砕 し ， 抽

出 用 メ タ ノ ー ル （ 1 0 m M  H C l ,  1 % [ w / v ] ポ リ ビ ニ ル ピ ロ リ

ド ン ） 2 m l を 用 い 4 ℃ 条 件 下 で 1 2 時 間 振 と う 抽 出 し た ．

抽 出 液 を 中 和 後 ， 遠 心 分 離 し た 上 澄 み 液 を 用 い

P h y t o d e t e k － A B A k i t （ A g d i a  I n c ．） に よ り 遊 離 型

c i s - A B A を 定 量 し た ．  

5 )  葉 色 分 析   
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葉 色 は ， 交 配 終 了 後 4 週 目 に 第 8 ～ 1 0 節 の 葉 に つ い て

葉 緑 素 計 （ ミ ノ ル タ ，  S P A D － 5 0 2 ） で 測 定 し S P A D 値 で

表 示 し た ．  

6 )  葉 柄 中 の 硝 酸 イ オ ン （ N O 3
－ ） 濃 度 分 析   

硝 酸 イ オ ン 濃 度 は ， 交 配 終 了 後 2 週 目 に 第 1 8 節 の 葉

柄 を 葉 身 と と も に 採 取 し ， 葉 柄 の み を 1  g 秤 量 し 乳 鉢 で

破 砕 し ， 小 型 反 射 式 光 度 計 （ M e r c h ，  R Q f l e x 1 0 ） に よ り

測 定 し た ．  

 

 

結  果  

 

1 .  生 育 ・ 種 子 収 量  

地 上 部 生 体 重 は ，‘ S ･ V S ’ に お い て 硝 酸 態 窒 素 （ N O 3 －

N ） 濃 度 が 高 く な る ほ ど 増 加 す る 傾 向 が み ら れ た ． 果 重

は ，‘ S ･ V S ’ に お い て N O 3 － N 濃 度 が 高 く な る ほ ど 増 加

す る 傾 向 が み ら れ ， 逆 に ‘ R ･ V S ’ に お い て は 減 少 す る 傾

向 が み ら れ た ． 1 果 実 当 た り の 種 子 数 は ， 交 配 後 3 5 日 収

穫 で は N O 3 － N 濃 度 が 高 く な る ほ ど 増 加 す る 傾 向 が み ら

れ た ． 種 子 数 は ， 交 配 後 5 0 日 収 穫 に お い て は ，‘ S ･ V S ’
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で は 有 意 な 差 は み ら れ な か っ た が ，‘ R・ V S ’に つ い て は ，

6 . 5 m e 区 で 減 少 し た ． 千 粒 重 は ， 3 5 日 収 穫 ， 5 0 日 収 穫

と も に 有 意 な 差 は み ら れ な か っ た ． 葉 色 は ， 両 系 統 と も

N O 3 － N 濃 度 が 高 く な る ほ ど 値 が 高 く な っ た（ 第 1 - 1 表 ）． 

2 .  葉 柄 汁 液 中 ・ 胎 座 部 周 辺 果 汁 中 の N O 3
－ 濃 度  

葉 柄 中 の N O 3 － 濃 度 は ， 両 系 統 と も に N O 3 － N 濃 度 が

高 く な る ほ ど 増 加 し た ． 胎 座 部 周 辺 果 汁 中 の N O 3 － 濃 度

も ， 両 系 統 と も に 3 5 日 収 穫 ・ 5 0 日 収 穫 い ず れ も N O 3 －

N 濃 度 が 高 く な る ほ ど 増 加 し た （ 第 1 - 2 表 ）．  

3 .  果 実 内 発 芽 率 ・ 胎 座 部 周 辺 果 汁 中 な ら び に 種 子 中 の

A B A 含 量  

果 実 内 発 芽 は ，‘ S ･ V S ’ の 5 0 日 収 穫 に お い て 発 生 し ，

N O 3 － N 濃 度 6 . 5 m e 区 な ら び に 1 3 . 0 m e 区 よ り も 2 6 . 0 m e

区 で 増 加 し た ．一 方 ，‘ R ･ V S ’に お い て は ，す べ て の N O 3 －

N 濃 度 で 果 実 内 発 芽 は み ら れ な か っ た ． 胎 座 部 周 辺 果 汁

中 の A B A 含 量 は ， 3 5 日 収 穫 に お い て N O 3 － N 濃 度 が 高

く な る ほ ど 低 下 す る 傾 向 が み ら れ ，‘ R ･ V S ’ よ り ‘ S ･ V S ’

で 含 量 が 少 な か っ た ． こ の 傾 向 は ， 5 0 日 収 穫 で も 同 様 で

あ っ た ． 種 子 中 の A B A 含 量 に つ い て は ， 有 意 な 差 は み ら

れ な か っ た （ 第 1 - 3 表 ）．  
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4 .  種 子 発 芽 率  

発 芽 率 は ， 両 系 統 と も に 3 5 日 収 穫 に お い て ， N O 3 － N

濃 度 が 高 く な る ほ ど 有 意 に 増 加 す る 傾 向 が み ら れ た ． 5 0

日 収 穫 に お い て も N O 3 － N 濃 度 が 高 く な る ほ ど 増 加 す る

傾 向 が み ら れ た （ 第 1 - 4 表 ）．  

5 .  異 な る A B A 濃 度 の 水 溶 液 を 用 い た 発 芽 試 験  

‘ R ･ V S ’ は ， す べ て の N O 3 － N 濃 度 区 か ら 採 種 し た 種

子 に お い て ， A B A 濃 度 が 高 く な る ほ ど 発 芽 率 が 減 少 す る

傾 向 が み ら れ た ． 一 方 ，‘ S ･ V S ’ の 発 芽 率 は ， 2 6 . 0  m e

区 の 種 子 に お い て A B A 濃 度 に 影 響 を 受 け 難 い 傾 向 が み

ら れ た が ， 1 3 . 0  m e 区 ， 6 . 5  m e 区 の 種 子 で は ， 高 濃 度 の

A B A 下 で 発 芽 率 が 減 少 す る 傾 向 が み ら れ た（ 第 1 - 1 図 ）．  

 

考  察  

 

1 .  窒 素 施 肥 量 が 果 実 内 発 芽 と A B A 含 量 に 及 ぼ す 影 響  

Y a m a g u c h i ら （ 1 9 6 7 ） は ， 加 工 用 ト マ ト に お い て ， 窒

素 施 肥 量 が 多 い 圃 場 で 果 実 内 発 芽 が 多 く 発 生 す る と 報 告

し て い る ． 本 試 験 で も 果 実 内 発 芽 し 易 い 系 統 に お い て ，

硝 酸 態 窒 素 の 増 施 に よ り 果 実 内 発 芽 率 が 高 く な る 傾 向 が
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み ら れ た ．  

D a i e ら （ 1 9 7 9 ） は ， 硝 酸 態 窒 素 の 欠 乏 に よ り ト マ ト 葉

中 の A B A 含 量 が 増 加 す る と 報 告 し て い る ． 本 試 験 で は ，

硝 酸 態 窒 素 の 増 施 に よ り ，胎 座 部 周 辺 果 汁 中 の A B A 含 量

が 減 少 す る 傾 向 が み ら れ た ． 特 に 3 5 日 収 穫 に お い て ，

そ の 傾 向 が 顕 著 で あ っ た ．  W e l b a u m （ 1 9 9 9 ） は ， メ ロ

ン ‘ T o p  M a r k ’ の 種 子 に つ い て ， 交 配 後 3 0 日 か ら 発 芽

能 力 を 有 し ， 交 配 後 3 5 日 に 乾 物 重 が 上 限 に 達 す る と 報

告 し て い る ． そ の た め ， 交 配 後 3 5 日 の 胎 座 部 周 辺 果 汁

中 の A B A 含 量 は ，果 実 内 発 芽 の 抑 制 に 重 要 な 役 割 を 果 た

し て い る と 考 え ら れ る ． 本 試 験 の 交 配 後 3 5 日 収 穫 の 種

子 も 発 芽 能 力 を 有 し て お り ， 硝 酸 態 窒 素 施 肥 量 の 増 加 に

伴 い 発 芽 率 が 増 加 し た ． 交 配 後 3 5 日 収 穫 の 種 子 数 も 硝

酸 態 窒 素 施 肥 量 の 増 加 に 伴 い 増 加 し た こ と か ら ， 窒 素 施

用 に よ り 種 子 形 成 が 促 進 さ れ ， 発 芽 率 が 増 加 し た 可 能 性

が あ る こ と も 示 唆 さ れ た ．  

一 方 ， 硝 酸 態 窒 素 は ， 硝 酸 イ オ ン （ N O 3 － ） の 形 で 植

物 体 内 に 吸 収 さ れ ， 硝 酸 還 元 酵 素 （ n i t r a t e  r e d u c t a s e ;  

N R ） に よ り 亜 硝 酸 （ N O 2 ） に 還 元 さ れ ， さ ら に 一 酸 化 窒

素 （ N O ） に 還 元 さ れ る こ と が 知 ら れ て い る ． ま た ， 一 酸
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化 窒 素 合 成 酵 素 （ n i t r i c  o x i d e  s y n t h a s e ;  N O S ） に よ る

N O の 合 成 も 起 き る （ C r a w f o r d ， 2 0 0 6 ） こ と が 知 ら れ て

い る ． N O の 施 与 に よ り 種 子 の 休 眠 が 打 破 さ れ ， 発 芽 が

促 進 さ れ る と の 報 告 （ B e t h k e ら ，  2 0 0 4 ， 2 0 0 6 ;  L i b o u r e l

ら ，  2 0 0 6 ;  S a r a t h ら ，  2 0 0 6 ） が み ら れ る 他 ， A B A に よ

る 気 孔 の 閉 鎖 に N O が 関 与 し て い る と の 報 告 （ D e s i k a n

ら ，  2 0 0 2 ） が み ら れ る こ と か ら ， 本 試 験 の 硝 酸 態 窒 素

の 増 施 に 伴 う 胎 座 部 周 辺 な ら び に 種 子 中 の A B A の 減 少

と 果 実 内 発 芽 の 増 加 に は ， N O の 関 与 も あ り う る ．ま た ，

A l b o r e s i ら （ 2 0 0 5 ） は ， 硝 酸 態 窒 素 が シ ロ イ ヌ ナ ズ ナ の

種 子 の 休 眠 打 破 に 関 与 す る と 報 告 し ， 硝 酸 態 窒 素 が A B A

ま た は ジ ベ レ リ ン （ G A ） の 生 合 成 経 路 に 影 響 を 与 え る こ

と を 示 唆 し て お り ， 硝 酸 態 窒 素 の 増 施 に よ り G A 生 成 量

が 増 加 し て い る 可 能 性 が あ る こ と も 考 え ら れ る ．  

2 .  果 実 内 発 芽 の 系 統 間 差 異 と A B A 含 量 の 関 係  

W a l k e r － S i m m o n s （ 1 9 8 7 ） は ， 乾 果 で あ る 小 麦 の 穂 発

芽 抵 抗 性 品 種 と 穂 発 芽 感 受 性 品 種 に つ い て 胚 の 内 生

A B A 含 量 を 調 査 し ， 抵 抗 性 品 種 よ り 感 受 性 品 種 の A B A

含 量 が 2 5 % 低 い と 報 告 し て い る ． 本 試 験 の メ ロ ン に お い

て は ，種 子 中 の A B A 含 量 に つ い て は 有 意 な 差 は み ら れ な
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か っ た が ，胎 座 部 周 辺 果 汁 中 の A B A 含 量 に お い て 果 実 内

発 芽 し 難 い 系 統 よ り 果 実 内 発 芽 し 易 い 系 統 で 有 意 に 少 な

か っ た ． W e l b a u m （ 1 9 9 0 ） は ， メ ロ ン の 果 実 内 発 芽 の 抑

制 要 因 を ，果 汁 の 浸 透 圧 に よ る 種 子 の 生 理 的 乾 燥 と ，A B A

の 作 用 と 考 え ，浸 透 圧 と A B A 濃 度 の 異 な る 溶 液 中 に メ ロ

ン 種 子 を 置 床 し ，モ デ ル 試 験 を 行 っ た ．そ の 試 験 に よ り ，

メ ロ ン 果 汁 の 浸 透 圧 と A B A 濃 度 の 低 下 が メ ロ ン の 果 実

内 発 芽 の 一 因 で あ る こ と を 示 唆 し て い る ． 本 試 験 に よ る

実 際 の 採 種 栽 培 に お い て も メ ロ ン の 胎 座 部 周 辺 果 汁 中 の

A B A 濃 度 の 低 下 に 伴 い 果 実 内 発 芽 が 増 加 す る 結 果 と な

り ，漿 果 に お い て は 胎 座 部 周 辺 果 汁 中 の A B A 含 量 が 果 実

内 発 芽 の 抑 制 要 因 で あ り ， ま た ， 果 実 内 発 芽 の 系 統 間 差

異 の 一 因 で あ る と 考 え ら れ た ．  

一 方 ， W a l k e r － S i m m o n s （ 1 9 8 7 ） は ， 小 麦 の 穂 発 芽 抵

抗 性 品 種 と 穂 発 芽 感 受 性 品 種 の 胚 に つ い て A B A 水 溶 液

内 で 発 芽 試 験 を 行 い ， 感 受 性 品 種 よ り 抵 抗 性 品 種 の 方 が

A B A に よ る 発 芽 抑 制 効 果 が 高 い ， つ ま り A B A に 対 す る

感 受 性 が 高 い こ と を 報 告 し て い る ． 本 試 験 に お い て も ，

N O 3 － N 標 準 施 肥 区 と  2 倍 施 肥 区 の 種 子 に つ い て 同 様 の

傾 向 が み ら れ た （ 第 1 図 ）．  
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3 .  果 実 内 発 芽 と 葉 柄 汁 液 中 ・ 胎 座 部 果 汁 中 の N O 3
－ 濃 度

の 関 係  

メ ロ ン の リ ア ル タ イ ム 栄 養 診 断 で は ， 葉 柄 汁 液 の

N O 3 － 濃 度 の 基 準 と し て ， 果 実 肥 大 期 は 4 , 0 0 0 ～ 5 , 0 0 0  

p p m を 適 正 範 囲 と し て い る （ 山 田 ， 2 0 0 4 ）． 本 試 験 の 葉

柄 汁 液 中 の 硝 酸 イ オ ン 濃 度 も ， N O 3 － N 標 準 施 肥 区 に お

い て 適 正 範 囲 で あ っ た ． ま た ， 本 試 験 で は ， 交 配 開 始 日

か ら 硝 酸 態 窒 素 処 理 を 開 始 し ， 果 実 内 発 芽 の 発 生 に 違 い

が み ら れ た こ と か ら ， メ ロ ン 採 種 を 養 液 土 耕 な ど 肥 料 条

件 を 制 御 し 易 い 方 式 で 行 う と き は ， 交 配 期 以 降 に 小 型 反

射 式 光 度 計 を 使 用 し た リ ア ル タ イ ム 栄 養 診 断 技 術（ 田 中 ， 

2 0 0 3 ） を 利 用 し ， 果 実 内 発 芽 を 軽 減 で き る 可 能 性 が あ る

と 考 え ら れ る ．  

本 章 の 結 果 よ り ， メ ロ ン に お け る 果 実 内 発 芽 は ， 硝 酸

態 窒 素 の 増 施 に よ り 胎 座 部 周 辺 果 汁 中 の A B A 含 量 が 減

少 す る こ と が 一 因 で あ る と 考 え ら れ た ． ま た ， 果 実 内 発

芽 し 易 い 系 統 は ，胎 座 部 周 辺 果 汁 中 の A B A 含 量 が 果 実 内

発 芽 し 難 い 系 統 よ り も 少 な い た め ， 果 実 内 発 芽 が 発 生 す

る と 考 え ら れ た ．  
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摘  要  

 

果 実 内 発 芽 と 内 生 ア ブ シ ジ ン 酸 含 量 の 関 係 を 明 ら か に

す る た め に ， 果 実 内 発 芽 し 難 い 系 統 と 果 実 内 発 芽 し 易 い

系 統 の 2 供 試 材 料 を ， 硝 酸 態 窒 素 濃 度 の 異 な る 3 種 の 培

養 液 （ 6 . 5 ， 1 3 ， お よ び 2 6  m e ･ L － 1 ） で 栽 培 し た ． そ の

結 果 ， 果 実 内 発 芽 は ， 果 実 内 発 芽 し 易 い 系 統 に お い て ，

最 も 高 い 窒 素 濃 度 （ 2 6  m e ･ L － 1 ） で 栽 培 さ れ た と き に 増

加 し た ． し か し ， 果 実 内 発 芽 し 難 い 系 統 で は ， す べ て の

窒 素 濃 度 下 で ， 果 実 内 発 芽 が 認 め ら れ な か っ た ． ま た ，

両 系 統 に お い て ， 窒 素 濃 度 が 高 く な る ほ ど 胎 座 部 周 辺 の

果 汁 中 の A B A 含 量 が 減 少 し た ． ま た ， 果 実 内 発 芽 し 易 い

系 統 よ り も 果 実 内 発 芽 し 難 い 系 統 の 方 が 胎 座 部 周 辺 果 汁

中 の A B A 含 量 が 高 か っ た ． 以 上 の 結 果 か ら ， 硝 酸 態 窒 素

施 肥 量 の 増 加 に よ り ，胎 座 部 周 辺 果 汁 中 の A B A 含 量 が 減

少 し ， そ の 結 果 と し て 果 実 内 発 芽 が 増 加 す る と 考 え ら れ

た ． ま た ， 果 実 内 発 芽 し 易 い 系 統 で は ， 果 汁 中 の A B A 含

量 が 低 い と 推 察 さ れ た ．  
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Nitrate

nitrogen

concentration

(me･L
-1
)

Leaf color
w

35DAP
x 50DAP 35DAP 50DAP

S・VS 6.5 724 bz 1,115 b 178 c 263 b 28.9 a 33.4 a 48.3 d

S・VS        13.0(Cont.) 810 b 1,291 ab 214 b 245 b 29.5 a 34.2 a 55.9 c

S・VS 26.0 1,262 a 1,335 a 234 ab 248 b 30.1 a 34.1 a 63.8 a

R・VS 6.5 690 b 976 c 202 b 218 c 20.9 b 22.5 c 53.4 c

R・VS        13.0(Cont.) 666 b 839 d 235 ab 291 a 22.1 b 24.2 b 60.3 b

R・VS 26.0 756 b 793 d 273 a 287 a 22.1 b 23.1 bc 66.5 a

     ** y   ** NS NS ** ** **

    **   ** * NS NS NS **
    **   * NS NS NS NS NS

z Mean separation within columns by Tukey's multiple range test at the 5% level.

y **, * and NS: significant at P＜0.01,0.05 and non-significant by 3-way ANOVA.

x DAP stands for days after pollination.

w Values are measured by chlorophyll meter SPAD-502(KONICA MINOLTA).

Nitrate（N）

Line×Nitrate（L×N）

Line（L）

Table 1-1.　Plant and fruit weight, number of seed per fruit, weight of 1,000 seeds, leaf color
as affected by nitrate nitrogen fertilization.

Line

Plant weight

(g)

Fruit weight

(g)

Number of seeds per

fruit

Weight of 1,000 seeds

(g)
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Nitrate

nitrogen

concentration

(me･L
-1
)

35DAP
x 50DAP

S・VS 6.5 1,576 c
z 2.4 d 6.7 c

S・VS        13.0(Cont.) 3,942 b 7.0 c 9.7 b

S・VS 26.0 9,092 a 11.6 b 14.7 a

R・VS 6.5 1,640 c 2.4 d 3.0 d

R・VS        13.0(Cont.) 4,240 b 10.2 b 3.3 d

R・VS 26.0 9,614 a 16.6 a 5.7 c

NS
y       *        *

**       **        **
NS       NS        NS

z Mean separation within columns by Tukey's multiple range test at the 5% level.

y **, * and NS: significant at P＜0.01,0.05 and non-significant by 3-way ANOVA.

x DAP stands for days after pollination.

Nitrate（N）

Line×Nitrate（L×N）

NO3
-
 concentration in juice

around placenta

(ppm)

Line（L）

Line

NO3
-

concentration

in petiole sap

(ppm)

Table 1-2.　NO 3
-
concentration in petiole sap and juice around

placenta grown under different nitrate concentration.
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Nitrate

nitrogen

concentration

(me･L
-1
)

35DAPx 50DAP 35DAP 50DAP 35DAP 50DAP

S・VS 6.5 0.00 az 0.86 b 211.4 c 41.3 b 47.2 a 41.4 a

S・VS        13.0(Cont.) 0.00 a 0.82 b 171.6 cd 38.5 c 45.2 a 36.5 a

S・VS 26.0 0.00 a 3.21 a 121.1 d 39.8 c 35.1 a 31.1 a

R・VS 6.5 0.00 a 0.00 c 489.0 a 52.0 a 45.7 a 43.9 a

R・VS        13.0(Cont.) 0.00 a 0.00 c 375.9 ab 59.9 a 34.0 a 27.1 a

R・VS 26.0 0.00 a 0.00 c 280.5 b 44.8 b 35.2 a 27.9 a

NS y ** ** ** NS NS

NS * * * NS NS
NS NS NS NS NS NS

z Mean separation within columns by Tukey's multiple range test at the 5% level.

y **, * and NS: significant at P＜0.01,0.05 and non-significant by 3-way ANOVA.

x DAP stands for days after pollination.

Nitrate（N）

Line×Nitrate（L×N）

Line

Rate of sprouted seed

(%)

Abscisic acid content in juice

around placenta

(ng･g
－1

FW)

Abscisic acid content in

seed

(ng･g
－1
FW)

Line（L）

Table 1-3.　Rate of sprouted seed, abscisic acid content in juice around placenta and seed as
affected by nitrate nitrogen fertilization.
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Nitrate

nitrogen

concentration

(me･L
-1
)

35DAPx 50DAP

S・VS 6.5 58.5 bz 99.0 ab

S・VS        13.0(Cont.) 76.0 a 99.6 ab

S・VS 26.0 80.5 a 100.0 a

R・VS 6.5 30.5 c 97.6 b

R・VS        13.0(Cont.) 35.5 c 99.0 ab

R・VS 26.0 74.0 a 100.0 a

　　** y    NS

　 **    NS
 　**    *

z Mean separation within columns by Tukey's multiple range test at the 5% level.

y **, * and NS: significant at P＜0.01,0.05 and non-significant by 3-way ANOVA.

x DAP stands for days after pollination.

w Seeds were stored for eight months after harvesting, and incubated at 25℃

Nitrate（N）

Line×Nitrate（L×N）

Line（L）

Germination rate(%)w

Table 1-4.　Germination rate as affected by
nitrate nitrogen fertilization.

Line
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Fig. 1. Germination rates of melon seeds grown under three different NO3-N fertilizations when exposed to

five different ABA concentrations.       S-VS  -■- , R-VS  -◆-　.
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第 2 章  メ ロ ン の 果 実 内 発 芽 と 内 生 ア ブ シ

ジ ン 酸 含 量 に 及 ぼ す カ リ ウ ム 施 用 の 影 響  

 

緒  言  

 

前 章 で は ， 硝 酸 態 窒 素 施 肥 条 件 を 変 え て メ ロ ン の 採 種

栽 培 試 験 を 行 い ， 硝 酸 態 窒 素 の 増 施 に よ り 胎 座 部 周 辺 果

汁 中 の ア ブ シ ジ ン 酸 （ A B A ） 濃 度 が 低 下 し ， 果 実 内 発 芽

が 増 加 す る こ と を 報 告 し た ．  

果 実 内 発 芽 と 施 肥 条 件 に つ い て ， 窒 素 以 外 に カ リ ウ ム

と の 関 連 が 示 唆 さ れ て お り ， ハ ク サ イ （ 岩 田 ・ 江 口 ，  

1 9 5 8 ）， ピ ー マ ン （ H a r r i n g t o n ，  1 9 6 0 ； M a r r u s h ら ，  

1 9 9 8 ） お よ び ト マ ト （ D o s  S a n t o s ・ Y a m a g u c h i ，  1 9 7 9 ）

に お い て カ リ ウ ム 施 肥 量 の 減 少 に よ り 果 実 内 発 芽 が 発 生

す る と の 報 告 が み ら れ る ．  

施 肥 量 と A B A の 関 係 に つ い て は ，ピ ー マ ン に お い て カ

リ ウ ム 濃 度 の 低 下 に よ り 種 子 中 の A B A 含 量 が 減 少 し ，果

実 内 発 芽 が 増 加 す る こ と （ D o s  S a n t o s ・ Y a m a g u c h i ，  

1 9 7 9 ） が 報 告 さ れ て い る ． し か し ， メ ロ ン な ど の 漿 果 を

用 い ，胎 座 部 周 辺 の 果 汁 中 の A B A 含 量 と 果 実 内 発 芽 の 関
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連 を 調 査 し た 報 告 は み ら れ な い ．  

そ こ で ， 本 章 で は ， 果 実 内 発 芽 に 対 す る 感 受 性 の 異 な

る メ ロ ン 3 系 統 を 用 い ， カ リ ウ ム 施 肥 量 が 異 な る 条 件 で

採 種 栽 培 を 行 い ， 採 種 量 ， 種 子 品 質 な ら び に 内 生 A B A 含

量 に つ い て 調 査 し た ．  

 

材 料 お よ び 方 法  

 

試 験 2 ．  

1 .  供 試 植 物 と 試 験 区  

供 試 植 物 は ， 第 1 章 の 試 験 1 に 記 載 し た （ 財 ） 日 本 園

芸 生 産 研 究 所 保 有 の 果 実 内 発 芽 し 易 い 系 統 ‘ S ･ V S ’ と 果

内 発 芽 し 難 い 系 統 ‘ R ･ V S ’ を 母 系 と し て 用 い た 他 ， 果 実

内 発 芽 し 易 い 系 統 と し て ‘ S ･ V S ･ K Y ’（ 台 湾 農 友 種 苗 ）

も 供 試 し た ．          

栽 培 試 験 は ， 養 液 栽 培 で 行 い ， 培 養 液 に 山 崎 メ ロ ン 処

方 を 用 い た ．交 配 開 始 期 か ら 培 養 液 の K 濃 度 の み を 変 え ，

標 準 濃 度 区 （ 6 . 0  m e ･ L － 1 ）， 7 0 % 濃 度 区 （ 4 . 2  m e ･ L － 1  ）

お よ び 4 0 % 濃 度 区 （ 2 . 4  m e ･ L － 1 ） の 3 水 準 で 処 理 を 行 っ

た ． 7 0 % 濃 度 区 と 4 0 % 濃 度 区 の K 濃 度 の 調 節 は ， 山 崎 メ
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ロ ン 処 方 の  K N O 3 を 削 減 し N a N O 3 で 代 替 す る こ と に よ

り 行 っ た ．  

 

2 .  耕 種 概 要  

2 0 0 8 年 3 月 2 4 日 に 培 養 土 を 充 填 し た 育 苗 箱 に 播 種 し ，

3 月 3 1 日 に 1 0 . 5  c m ポ ッ ト に 鉢 上 げ し 2 9 日 間 育 苗 し た

後 ， 4 月 2 2 日 に 本 葉 3 枚 の 苗 を ピ ー ト モ ス ： バ ー ミ キ ュ

ラ イ ト （ 7 : 3 ） の 培 地 を 充 填 し た 1 5  L 容 の ポ リ 袋 に 1 株

ず つ 植 え ， 硬 質 プ ラ ス チ ッ ク ハ ウ ス （ 8  m × 3 0  m ） 内 に

3 0  c m 間 隔 で 設 置 し た ． 定 植 株 数 は ， 各 処 理 区 1 6 株 2

反 復 計 3 2 株 と し た （‘ S ･ V S ･ K Y ’ は ， 提 供 さ れ た 種 子 数

の 関 係 で 各 処 理 区 8 株 2 反 復 計 1 6 株 ）．  

交 配 は ， 5 月 2 5 ～ 2 8 日 の 間 に 行 い ， 父 系 と し て 当 所 育

成 の 系 統 A を 用 い ， 上 記 3 系 統 の 母 系 に 午 前 1 0 時 頃 ま

で に 交 配 し た ．  

培 養 液 の 給 液 は ， 圧 力 補 正 付 き ド リ ッ パ ー （ 吐 出 量 2   

L ・ h － 1 × 4 個 ，  4 枝 マ ニ フ ォ ー ル ド 間 隔 3 0  c m ，  ネ タ

フ ィ ム ジ ャ パ ン ） で 点 滴 潅 液 し た ． 定 植 か ら 交 配 前 日 ま

で は ，す べ て の 処 理 区 に お い て 標 準 濃 度 の 培 養 液 を 与 え ，

交 配 開 始 日 か ら 供 試 3 系 統 の そ れ ぞ れ を 上 記 3 水 準 の K
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濃 度 で 2 0 日 間 潅 液 し た ．  

整 枝 法 は ， 慣 行 の 1 本 仕 立 て 栽 培 と し ， 親 づ る の 1 1

～ 1 5 節 の 子 づ る に 2 果 着 果 さ せ た ．  

収 穫 は ， 種 子 成 熟 過 程 の 交 配 後 3 5 日 と 種 子 完 熟 期 の

5 0 日 の 2 回 行 っ た （‘ S ･ V S ･ K Y ’ に つ い て は ， 5 0 日 収 穫

の み と し た ）．  

3 .  調 査 方 法  

第 1 章 の 試 験 1 に 準 じ て サ ン プ リ ン グ し 下 記 の 項 目 に つ

い て 調 査 し た ．  

1 )  果 実 内 発 芽 率 調 査   

種 皮 が 割 れ て 幼 根 ま た は 子 葉 が 見 え る 種 子 を 果 実 内 発

芽 と し ， 採 種 粒 数 に 対 す る 割 合 を 調 査 し た ．  

2 )   発 芽 試 験   

国 際 種 子 検 査 規 定 （ I S T A ） に 準 じ ， 濾 紙 を 2 枚 敷 い た

1 2 c m シ ャ ー レ 内 に 種 子 を 5 0 粒 置 床 し 8 m l の 蒸 留 水 を 灌

水 後 ，2 5 ℃ で 7 日 間 イ ン キ ュ ベ ー ト し 発 芽 率 を 調 査 し た ． 

3 )   異 な る A B A 濃 度 の 水 溶 液 を 用 い た 発 芽 試 験   

異 な る カ リ ウ ム 施 用 条 件 で 採 種 し た ‘ S ･ V S ’，‘ S ･ V S ･

K Y ’ お よ び ‘ R ･ V S ’ を 供 試 し ， A b s c i s i c  a c i d  （ 9 8 % ，

A l d r i c h ） を 溶 解 し た A B A 水 溶 液 （ 0 ，  6 1 ，  2 4 6 ，  4 9 2
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お よ び 9 8 5   n g ･ m L － 1 ） を 用 い ， I S T A の 方 法 に 従 い 発 芽

率 を 調 査 し た ．  

 

4 )  A B A 分 析   

種 子 ・ 胎 座 部 果 汁 中 の A B A 分 析 は ， － 8 0 ℃ に 凍 結 保 存

し た サ ン プ ル を 用 い た ． A r e n a s － H u e r t e r o  ( 2 0 0 0 ） の 方

法 に 準 じ ， 種 子 1 0 0 m g 程 度 を 液 体 窒 素 で 凍 結 粉 砕 し ， 抽

出 用 メ タ ノ ー ル （ 1 0 m M  H C l ,  1 % [ w / v ] ポ リ ビ ニ ル ピ ロ リ

ド ン ） 2 m l を 用 い 4 ℃ 条 件 下 で 1 2 時 間 振 と う 抽 出 し た ．

抽 出 液 を 中 和 後 ， 遠 心 分 離 し た 上 澄 み 液 を 用 い

P h y t o d e t e k － A B A k i t （ A g d i a  I n c ．） に よ り 遊 離 型

c i s - A B A を 定 量 し た ．  

5 )   葉 色 分 析   

葉 色 は ， 第 1 章 と 同 様 ， 交 配 終 了 後 4 週 目 に 第 8 ～ 1 0

節 の 葉 に つ い て 葉 緑 素 計 （ ミ ノ ル タ ，  S P A D - 5 0 2 ） で 測

定 し S P A D 値 で 表 示 し た ．  

6 )   葉 柄 中 の カ リ ウ ム イ オ ン 濃 度 分 析   

カ リ ウ ム イ オ ン 濃 度 は ， 交 配 終 了 後 2 週 目 に 第 1 8 節

の 葉 柄 を 葉 身 と と も に 採 取 し ， 葉 柄 の み を 1  g 秤 量 し 乳

鉢 で 破 砕 し ， 小 型 反 射 式 光 度 計 （ M e r c h ，  R Q f l e x 1 0 ） に
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よ り 測 定 し た ．  

 

 

結  果  

  

 

1 .  カ リ ウ ム 施 用 が 生 育 な ら び に 種 子 収 量 に 及 ぼ す 影

響   

地 上 部 生 体 重 は ， す べ て の 系 統 に お い て カ リ ウ ム （ K ）

濃 度 の 低 下 に 伴 い 減 少 す る 傾 向 が み ら れ た ．果 重 は ，‘ S ･

V S ･ K Y ’の K 濃 度 2 . 4  m e 区 に お い て 減 少 し た が ，‘ S ･ V S ’

お よ び ‘ R ･ V S ’ に お い て は K 濃 度 の 影 響 は み ら れ な か っ

た ． 1 果 当 た り の 種 子 数 は ， 交 配 後 3 5 日 収 穫 で は ， K 濃

度 の 低 下 に 伴 い 減 少 す る 傾 向 が み ら れ た ． 交 配 後 5 0 日

収 穫 に お い て も ，‘ S ･ V S ’ お よ び ‘ S ･ V S ･ K Y ’ の 種 子 数

は ， K 濃 度 の 低 下 に 伴 い 減 少 す る 傾 向 が み ら れ た が ，‘ R ･

V S ’ で は ， カ リ ウ ム 処 理 に よ る 有 意 な 差 は み ら れ な か っ

た ． 千 粒 重 は ，  3 5 日 収 穫 区 の ‘ R ･ V S ’ に お い て K 濃 度

の 低 下 に 伴 い 減 少 す る 傾 向 が み ら れ た が ， 5 0 日 収 穫 の

‘ S ･ V S ･ K Y ’に お い て 増 加 す る 傾 向 が み ら れ た ．葉 色 は ，
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K 濃 度 の 低 下 に 伴 い 低 下 し た （ 第 2 - 1 表 ）．  

2 .  果 実 内 発 芽 の 難 易 度 の 異 な る 系 統 間 の 葉 柄 汁 液 中 な

ら び に 胎 座 部 周 辺 果 汁 中 の K + 濃 度 の 差 異  

葉 柄 汁 液 中 の K + 濃 度 は ， K 濃 度 の 低 下 に 伴 い 低 下 し た ．

ま た ，‘ S ･ V S ’ お よ び ‘ S ･ V S ･ K Y ’ よ り も ‘ R ･ V S ’ の 方

が 葉 柄 汁 液 中 の K + が 高 濃 度 で あ っ た ．胎 座 部 周 辺 果 汁 中

の K + 濃 度 も K 濃 度 の 低 下 に 伴 い 低 下 し ， ま た ，‘ S ･ V S ’

お よ び ‘ S ･ V S ･ K Y ’ よ り も ‘ R ･ V S ’ の 方 が 胎 座 部 周 辺 果

汁 中 の K + が 高 濃 度 で あ っ た （ 第 2 - 2 表 ）．  

3 .  果 実 内 発 芽 と 胎 座 部 周 辺 果 汁 中 な ら び に 種 子 中 の

A B A 含 量 の 関 係   

果 実 内 発 芽 は ，3 5 日 収 穫 で は ，殆 ど み ら れ な か っ た が ，

5 0 日 収 穫 の ‘ S ･ V S ’ お よ び ‘ S ･ V S ･ K Y ’ に お い て K 濃

度 の 低 下 に 伴 い 果 実 内 発 芽 率 が 増 加 す る 傾 向 が み ら れ た ．

‘ R ･ V S ’ に お い て は ， す べ て の K 濃 度 区 に お い て 果 実 内

発 芽 が 殆 ど み ら れ な か っ た ．胎 座 部 周 辺 果 汁 中 の A B A 含

量 は ，3 5 日 収 穫 に お い て K 濃 度 の 低 下 に 伴 い 減 少 す る 傾

向 が み ら れ ，‘ R ･ V S ’よ り‘ S ･ V S ’で 含 量 が 少 な か っ た ．

5 0 日 収 穫 に お い て も ， K 濃 度 の 低 下 に 伴 い 減 少 す る 傾 向

が み ら れ た が ，‘ R ･ V S ’ よ り も ‘ S ･ V S ･ K Y ’ で 含 量 が 多
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か っ た ． 種 子 中 の A B A 含 量 は ， 3 5 日 収 穫 に お い て K 濃

度 の 低 下 に 伴 い 減 少 す る 傾 向 が み ら れ た ． 5 0 日 収 穫 で は ，

‘ S ･ V S ･ K Y ’ に お い て K 濃 度 の 低 下 に 伴 い 減 少 す る 傾 向

み ら れ た が ，‘ S ･ V S ’ お よ び ‘ R ･ V S ’ に お い て は 一 定 の

傾 向 が み ら れ な か っ た ． 種 子 中 の A B A 含 量 は ， 胎 座 部 周

辺 果 汁 中 の 含 量 よ り も 少 な か っ た （ 第 2 - 3 表 ）．  

4 .  種 子 発 芽 率  

発 芽 率 は ， 3 5 日 収 穫 の ‘ S ･ V S ’， 5 0 日 収 穫 の ‘ S ･ V S ･

K Y ’に お い て K 濃 度 の 低 下 に 伴 い 増 加 す る 傾 向 が み ら れ

た （ 第 2 - 4 表 ）．  

5 .  異 な る A B A 濃 度 の 水 溶 液 を 用 い た 発 芽 試 験  

‘ R ･ V S ’ は ， す べ て の K 濃 度 区 の 種 子 に お い て ， 水 溶

液 の A B A 濃 度 が 高 く な る ほ ど 発 芽 率 が 減 少 す る 傾 向 が

み ら れ た ． 一 方 ，‘ S ･ V S ’ お よ び ‘ S ･ V S ･ K Y ’ の 発 芽 率

は ，‘ R ･ V S ’ に 比 べ A B A 濃 度 に よ る 発 芽 率 の 減 少 が わ ず

か で あ っ た ．（ 第 2 - 1 図 ）．  

 

考  察  

 

1 .  カ リ ウ ム 施 肥 量 が 種 子 収 量 に 及 ぼ す 影 響  
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岩 田 ・ 江 口 ( 1 9 5 8 ） は ， 花 芽 分 化 期 以 降 の カ リ ウ ム 欠

乏 に よ り ハ ク サ イ の 採 種 量 が 著 し く 減 少 す る と 報 告 し て

い る ． 本 試 験 に お い て も 果 実 内 発 芽 し 易 い 2 系 統 で ， 交

配 期 以 降 の カ リ ウ ム 施 肥 量 の 減 少 に 伴 い 種 子 完 熟 期 の 種

子 収 量 が 減 少 す る 結 果 と な っ た ． 一 方 で ， 果 実 内 発 芽 し

難 い 系 統 の 種 子 完 熟 期 の 種 子 収 量 は ， カ リ ウ ム 施 肥 量 に

よ る 影 響 を 受 け な か っ た ． ま た ， 果 実 内 発 芽 し 易 い 系 統

よ り 果 実 内 発 芽 し 難 い 系 統 の 方 が 葉 柄 汁 液 中 な ら び に 胎

座 部 果 汁 中 の K + 濃 度 が 高 濃 度 で あ っ た こ と か ら ，果 実 内

発 芽 し 難 い 系 統 は ， カ リ ウ ム の 吸 収 量 が 多 く ， そ の た め

種 子 完 熟 期 の 種 子 数 が ， カ リ ウ ム 濃 度 に よ る 影 響 を 受 け

な か っ た と 推 察 さ れ た ．  

2 .  カ リ ウ ム 施 肥 量 が 果 実 内 発 芽 と A B A 含 量 に 及 ぼ す 影

響  

カ リ ウ ム 施 肥 量 の 減 少 に よ り 果 実 内 発 芽 が 増 加 す る 現

象 は ， 複 数 の 作 物 で 報 告 さ れ て い る （ D o s  S a n t o s ・  

Y a m a g u c h i ，  1 9 7 9 ； H a r r i n g t o n ，  1 9 6 0 ； 岩 田 ・ 江 口 ， 

1 9 5 8 ；  M a r r u s h ら ，  1 9 9 8 ）． メ ロ ン を 用 い た 本 試 験 に

お い て も カ リ ウ ム 施 肥 量 の 減 少 に 伴 い ， 果 実 内 発 芽 し 易

い 系 統 の 果 実 内 発 芽 率 が 増 加 し た ．  
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試 験 年 度 が 異 な る の で 一 概 に は 比 較 で き な い が ， 硝 酸

態 窒 素 施 肥 量 を 変 え た 前 報 よ り も ‘ S ･ V S ’ に お け る 果 実

内 発 芽 率 が 高 か っ た こ と か ら ， 硝 酸 態 窒 素 よ り も カ リ ウ

ム の 方 が ， 果 実 内 発 芽 へ の 影 響 力 が 強 い 可 能 性 も あ る と

考 え ら れ た ．  

M a r r u s h ら （ 1 9 9 8 ） は ， 乾 果 で あ る ピ ー マ ン を 用 い た

試 験 に お い て ， カ リ ウ ム 施 肥 量 の 低 下 に 伴 い ， 種 子 中 の

A B A 含 量 が 低 下 す る こ と が ， 果 実 内 発 芽 が 増 加 す る 一 因

で あ る と 報 告 し て い る ． 漿 果 で あ る メ ロ ン を 用 い た 本 試

験 で は ，カ リ ウ ム 施 肥 量 と 種 子 中 の A B A 含 量 に 一 定 の 傾

向 は み ら れ な か っ た が ， カ リ ウ ム 濃 度 の 低 下 に 伴 い ， 胎

座 部 周 辺 果 汁 中 の A B A 含 量 が 減 少 す る 結 果 と な っ た ．こ

の こ と か ら 漿 果 に お い て は ， 胎 座 部 周 辺 の 果 汁 中 の A B A

含 量 の 低 下 が ， 果 実 内 発 芽 発 生 の 一 因 と 考 え ら れ た ． 一

方 ， カ リ ウ ム が ， A B A な ど の 植 物 ホ ル モ ン の 生 合 成 や 代

謝 に 及 ぼ す 機 作 は 未 だ 解 明 さ れ て い な い ． B e n l l o c h  

- G o n z á l e z ら （ 2 0 1 0 ） は ， ヒ マ ワ リ を 用 い た 試 験 に お い

て ， カ リ ウ ム 欠 乏 に よ り エ チ レ ン 生 成 量 が 増 加 し ， A B A

と エ チ レ ン の 拮 抗 作 用 に よ り 気 孔 の 閉 鎖 が 阻 害 さ れ る と

報 告 し て い る ． 本 試 験 の カ リ ウ ム 施 肥 量 の 減 少 に 伴 う
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A B A 含 量 の 低 下 に エ チ レ ン の 生 合 成 が 関 与 し て い る 可

能 性 が あ る こ と も 考 え ら れ る ．  

 

3 .  果 実 内 発 芽 と 葉 柄 汁 液 中 な ら び に 胎 座 部 果 汁 中 の K +

濃 度 の 関 係  

 本 試 験 で は ， D o s  S a n t o s ・ Y a m a g u c h i （ 1 9 7 9 ） や

M a r r u s h ら （ 1 9 9 8 ） の 試 験 同 様 ， 交 配 開 始 日 か ら カ リ ウ

ム 処 理 を 開 始 し ， 果 実 内 発 芽 の 発 生 に 違 い が み ら れ た ．

こ の こ と か ら 種 子 形 成 期 の 栄 養 状 態 に よ り 果 実 内 発 芽 が

助 長 さ れ る と 考 え ら れ る ． ま た ， 本 試 験 の 葉 柄 汁 液 中 の

K + 濃 度 と 果 実 内 発 芽 の 発 生 に 関 係 性 が 認 め ら れ る こ と

か ら ， 硝 酸 態 窒 素 と 同 様 に ， 交 配 期 以 降 に 小 型 反 射 式 光

度 計 を 使 用 し た リ ア ル タ イ ム 栄 養 診 断 技 術（ 田 中 ， 2 0 0 3 ）

を 利 用 し ， 果 実 内 発 芽 を 軽 減 で き る 可 能 性 が あ る と 示 唆

さ れ た ． ま た ， 果 実 内 発 芽 し 易 い 系 統 よ り 果 実 内 発 芽 し

難 い 系 統 の 方 が 葉 柄 汁 液 中 ・ 胎 座 部 果 汁 中 の K + 濃 度 が 高

濃 度 で あ っ た こ と か ら ， 果 実 内 発 芽 し 難 い 系 統 は ， カ リ

ウ ム の 吸 収 量 が 多 く ，そ の た め A B A 含 量 が 多 く な り 果 実

内 発 芽 し 難 い 可 能 性 が あ る と 考 え ら れ る ．   
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4 .  果 実 内 発 芽 と A B A 含 量 な ら び に A B A 濃 度 閾 値 の 系 統

間 差 異 の 関 係  

A B A 含 量 と 果 実 内 発 芽 の 系 統 間 差 異 の 関 係 は ，‘ S ･ V S ’

お よ び ‘ R ･ V S ’ に つ い て は ， 果 実 内 発 芽 し 易 い 系 統 よ り

果 実 内 発 芽 し 難 い 系 統 の 方 が 胎 座 部 周 辺 果 汁 中 な ら び に

種 子 中 の A B A 含 量 が 高 い 結 果 と な っ た が ，‘ S ･ V S ･ K Y ’

と 比 較 す る と そ の 関 係 性 は 異 な る ．W e l b a u m（ 1 9 9 9 ）は ，

メ ロ ン の ‘ T o p  M a r k ’ に お い て ， 交 配 後 3 5 日 で 種 子 の

乾 物 重 が 上 限 に 達 し ，5 0 ～ 5 5 日 で 種 子 品 質 が 最 高 に な っ

た と 報 告 し て い る ． 本 試 験 の 収 穫 日 は ， そ れ に 基 づ い て

設 定 し た ． し か し ，‘ S ･ V S ･ K Y ’ は 想 定 し て い た よ り も

熟 期 が 早 く ， 5 0 日 で は 過 熟 に な っ て お り ， そ の 後 の 追 熟

に よ り 胎 座 部 果 汁 の 減 少 と 種 子 の 乾 燥 が み ら れ た ． メ ロ

ン 果 実 内 の A B A 含 量 は ，種 子 の 成 熟 過 程 で ピ ー ク を 迎 え ，

そ の 後 減 少 し （ W e l b a u m ら ， 2 0 0 0 ）， 採 種 調 整 後 ， 乾 燥

す る こ と で 再 び 種 子 内 の A B A 含 量 が 増 加 す る ．‘ S ･ V S ･

K Y ’ の 種 子 の A B A  含 量 が 他 の 2 系 統 よ り も 高 か っ た 理

由 は ，種 子 の 乾 燥 に よ る A B A 含 量 の 増 加 の 可 能 性 が あ る

こ と も 考 え ら れ る ．  

一 方 ， A B A に 対 す る 感 受 性 の 系 統 間 差 異 は ， 本 試 験 の
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異 な る A B A 濃 度 の 水 溶 液 を 用 い た 発 芽 試 験 に よ り 明 確

な 関 係 性 が 示 さ れ た ． つ ま り 果 実 内 発 芽 し 易 い 系 統 よ り

果 実 内 発 芽 し 難 い 系 統 の 方 が A B A に よ る 発 芽 抑 制 効 果

が 高 い と い う 関 係 で あ る ． こ の 関 係 は ， 本 試 験 の 全 て の

カ リ ウ ム 処 理 区 か ら 採 種 し た 種 子 に つ い て 同 様 で あ っ た ．

コ ム ギ の 穂 発 芽 抵 抗 性 品 種 と 穂 発 芽 感 受 性 品 種 に お い て

も 同 様 の 関 係 が 報 告 さ れ （ W a l k e r － S i m m o n s ，  1 9 8 7 ）

て い る ． こ の こ と か ら ， 果 実 内 発 芽 し 難 い 系 統 は ， A B A

の 発 芽 抑 制 作 用 を 受 け る 濃 度 閾 値 が 低 い こ と に よ り 果 実

内 発 芽 し 難 い 可 能 性 が あ る と 考 え ら れ た ．  

本 章 の 結 果 よ り ，メ ロ ン に お け る 果 実 内 発 芽 の 発 生 は ，

カ リ ウ ム 施 肥 量 の 減 少 に 伴 い 胎 座 部 周 辺 果 汁 中 の A B A

含 量 が 減 少 す る こ と が 一 因 で あ る と 考 え ら れ た ．  

A B A 含 量 と 果 実 内 発 芽 の 系 統 間 差 異 の 関 係 に つ い て

は ， 不 明 確 で あ っ た が ， 果 実 内 発 芽 し 難 い 系 統 の カ リ ウ

ム の 吸 収 量 が 多 い こ と が ， 果 実 内 発 芽 の 抑 制 に 影 響 し て

い る 可 能 性 が あ る と 考 え ら れ る ． ま た ， 果 実 内 発 芽 し 難

い 系 統 は ， A B A の 発 芽 抑 制 作 用 を 受 け る 濃 度 閾 値 が 低 い

こ と に よ り 果 実 内 発 芽 し 難 い と 考 え ら れ た ．  
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摘  要  

 

果 実 内 発 芽 し 難 い 1 系 統 と 果 実 内 発 芽 し 易 い 2 系 統 を

供 試 材 料 と し ， 果 実 内 発 芽 と 内 生 ア ブ シ ジ ン 酸 含 量 の 関

係 を 明 ら か に す る た め に ， カ リ ウ ム 濃 度 の 異 な る 3 種 の

培 養 液 （ 2 . 4 ， 4 . 2 ， 6 . 0  m e ･ L － 1 ） で 栽 培 し た ． そ の 結 果 ，

果 実 内 発 芽 し 易 い 系 統 で は ， カ リ ウ ム 濃 度 の 低 下 に よ り

1 果 当 た り の 種 子 数 が 明 ら か に 減 少 し た ． し か し ， 果 実

内 発 芽 し 難 い 系 統 で は ， カ リ ウ ム 濃 度 は 種 子 収 量 に 影 響

を 与 え な か っ た ． 葉 柄 な ら び に 胎 座 部 周 辺 の 果 汁 中 の カ

リ ウ ム イ オ ン 濃 度 は ， 果 実 内 発 芽 し 易 い 系 統 よ り 果 実 内

発 芽 し 難 い 系 統 で 高 か っ た ． 果 実 内 発 芽 は カ リ ウ ム 施 肥

量 の 減 少 に 伴 い ， 果 実 内 発 芽 し 易 い 系 統 で 増 加 し た が ，

果 実 内 発 芽 し 難 い 系 統 で は ， い ず れ の カ リ ウ ム 濃 度 で も

果 実 内 発 芽 は 認 め ら れ な か っ た ． 胎 座 部 周 辺 の 果 汁 中 の

A B A 含 量 は カ リ ウ ム 施 肥 量 の 減 少 に 伴 い 減 少 し た ． A B A

濃 度 が 異 な る 水 溶 液 を 用 い ， 種 子 の 発 芽 試 験 を 行 っ た と

こ ろ ，果 実 内 発 芽 し 難 い 品 種 で は A B A 濃 度 の 増 加 に 伴 い

種 子 の 発 芽 が 著 し く 抑 制 さ れ た ． 以 上 の 結 果 か ら ， カ リ

ウ ム 施 肥 量 の 減 少 に よ り 胎 座 部 周 辺 の 果 汁 中 の A B A 含
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量 が 減 少 し ，そ の 結 果 と し て 果 実 内 発 芽 が 増 加 す る こ と ，

ま た ， 果 実 内 発 芽 し 難 い 系 統 は ， 低 い A B A 濃 度 閾 値 で 種

子 の 発 芽 抑 制 が あ ら わ れ る も の と 推 察 さ れ た ．  
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Leaf color
w

   35DAP
x    50DAP 　35DAP    50DAP

S・VS 2.4 996 bz 1,036 c 275.3 b 275.6 b 29.67 a 36.41 c 34.0 b

S・VS 4.2 1,058 b 1,023 c 302.7 b 320.9 a 31.10 a 35.00 c 35.9 b

S・VS        6.0(Cont.) 1,273 b 1,050 c 326.7 a 339.9 a 30.04 a 35.46 c 45.0 ab

S・VS･KY 2.4 1,240 b 1,748 b   －v 97.2 d   － 91.22 a 28.7 c

S・VS･KY 4.2 1,406 ab 1,933 a   － 211.8 c   － 73.13 b 31.2 bc

S・VS･KY        6.0(Cont.) 1,536 a 1,861 ab   － 209.7 c   － 62.04 b 33.1 b

R・VS 2.4 993 b 779 d 175.1 d 271.5 b 18.94 c 23.85 d 39.8 b

R・VS 4.2 900 b 718 d 180.2 d 261.7 b 21.48 bc 24.38 d 41.9 b

R・VS        6.0(Cont.) 1,043 b 782 d 248.1 c 273.7 b 23.72 b 24.81 d 54.8 a

    **
y       **   ** **  **    **     **

   **       NS   ** *  *    **     **
   NS       **   NS NS  NS    **     **

z Mean separation within columns by Tukey's multiple range test at the 5% level.

y **, * and NS: significant at P＜0.01,0.05 and non-significant by 3-way ANOVA.

x DAP stands for days after pollination.

w Values are measured by chlorophyll meter SPAD-502(KONICA MINOLTA).

v Without data.

Line×Potassium（L×K）

Line（L）
Potassium（K）

Table 2-1.　Plant and fruit weight, number of seeds per fruit, weight of 1,000 seeds, leaf color as
affected by potassium fertilization.

Line

Potassium

concentration

(me･L
-1
)

Plant weight

(g)

Fruit weight

(g)
Number of seeds per fruit

Weight of 1,000 seeds

(g)

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  - 42 - 

 

 

35DAP
x 50DAP

S・VS 2.4 4,573 dz 5,353 d 5,070 cd
S・VS 4.2 4,692 d 6,050 cd 5,980 b
S・VS        6.0(Cont.) 6,290 b 6,490 c 6,023 b

S・VS･KY 2.4 4,865 c  －w 4,197 d
S・VS･KY 4.2 5,522 c － 5,537 c
S・VS･KY        6.0(Cont.) 6,557 b － 5,830 bc
R・VS 2.4 5,531 c 5,977 cd 5,227 c
R・VS 4.2 6,452 b 7,333 b 5,973 b
R・VS        6.0(Cont.) 7,766 a 8,397 a 7,140 a

* y ** **

** ** **
NS ** **

z Mean separation within columns by Tukey's multiple range test at the 5% level.

y **, * and NS: significant at P＜0.01,0.05 and non-significant by 3-way ANOVA.

x DAP stands for days after pollination.

w Without data.

Line×Potassium（L×K）

Line（L）
Potassium（K）

K
+
 concentration in juice

around placenta

(ppm)Line

Potassium

concentration

(me･L
-1
)

K
+ 
concentration

in petiole sap

(ppm)

Table 2-2.　Potassium ion concentration in petiole sap and
juice around placenta grown under different potassium
concentration.

 

 

 

 

 

 

 



  - 43 - 

 

      50DAP    35DAP       50DAP     35DAP    50DAP

S・VS 2.4 0.25 az 12.01 a 151.9 e 13.8 f 30.1 c 13.3 d

S・VS 4.2 0.10 a 11.13 a 129.2 e 23.8 e 29.9 c 10.5 d

S・VS        6.0(Cont.) 0.16 a 4.14 c 238.7 d 21.1 e 38.3 b 8.0 d

S・VS･KY 2.4         －w 7.54 b      － 141.6 b   － 121.4 b
S・VS･KY 4.2         － 3.94 c      － 359.8 a   － 285.2 a
S・VS･KY        6.0(Cont.)         － 2.28 c      － 387.5 a   － 270.6 a
R・VS 2.4 0.00 b 0.00 d 348.3 c 43.6 d 51.6 a 27.3 c

R・VS 4.2 0.00 b 0.02 d 437.9 b 41.2 d 52.7 a 15.3 d

R・VS        6.0(Cont.) 0.02 b 0.02 d 1171.3 a 63.0 c 67.8 a 24.9 c

    **
y     **    **    **   **  **

   NS     *    **    **   *  **
   NS     NS    **    **   NS  **

z Mean separation within columns by Tukey's multiple range test at the 5% level.

y **, * and NS: significant at P＜0.01,0.05 and non-significant by 3-way ANOVA.

x DAP stands for days after pollination.

w Without data.

Line×Potassium（L×K）

Line（L）
Potassium（K）

Line

Potassium
concentration

(me･L
-1
)

Rate of sprouted seed

(%)

Abscisic acid content in juice

around placenta

(ng･g
－1
FW)

Abscisic acid content in

seed

(ng･g
－1
FW)

    35DAP
x

Table 2-3.　Rate of sprouted seed , abscisic acid content in juice around placenta and seed as
affected by potassium fertilization.
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35DAP
x 50DAP

S・VS 2.4 88.3 az 98.8 a

S・VS 4.2 81.0 b 99.2 a

S・VS        6.0(Cont.) 80.3 b 99.8 a

S・VS･KY 2.4  －v 90.3 b

S・VS･KY 4.2 － 85.7 b

S・VS･KY        6.0(Cont.) － 83.0 c

R・VS 2.4 92.7 a 98.2 a

R・VS 4.2 91.3 a 98.8 a

R・VS        6.0(Cont.) 89.7 a 98.6 a

** y **

* *
NS NS

z Mean separation within columns by Tukey's multiple range test at the 5% level.

y **, * and NS: significant at P＜0.01,0.05 and non-significant by 3-way ANOVA.

x DAP stands for days after pollination.

w Seeds were stored for eight month after harvesting, and incubated at 25℃

v Without data.

Line×Potassium（L×K）

Line（L）
Potassium（K）

Line

Potassium

concentration

(me･L
-1
)

Germination rate (%)w

Table 2-4.　Germination rate as affected by
potassium fertilization.
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Fig. 1. Germination rates of melon seeds grown under three different K fertilizations when
exposed to five different ABA concentrations.       S-VS  -■- ,  S-VS-KY  -▲- ,  R-VS  -◆-
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第 3 章  高 カ リ ウ ム 施 用 に よ る メ ロ ン 種 子

の 果 実 内 発 芽 の 抑 制  
 

緒  言  

 

第 1 章 ・ 第 2 章 の 結 果 か ら ， 高 硝 酸 態 窒 素 条 件 下 ま た

は 低 カ リ ウ ム 条 件 下 で は 胎 座 部 周 辺 果 汁 中 の ア ブ シ ジ ン

酸 濃 度 が 低 下 し ， 果 実 内 発 芽 が 増 加 す る と 考 え ら れ た ．

ま た ， 高 窒 素 条 件 よ り も 低 カ リ ウ ム 条 件 の 方 が よ り 果 実

内 発 芽 へ の 影 響 力 が 強 い 可 能 性 が あ る こ と が 示 唆 さ れ ，

カ リ ウ ム を 適 量 に 保 つ こ と が 果 実 内 発 芽 の 抑 制 に 有 効 で

あ る と 考 え ら れ た ． 一 方 ， 前 章 に お い て 最 も 高 い カ リ ウ

ム 濃 度 6 m e ・ L － 1 で は 果 実 内 発 芽 の 発 生 が み ら れ た こ と

か ら ， 果 実 内 発 芽 の 抑 制 に 最 適 な 濃 度 は ， よ り 高 濃 度 で

あ る 可 能 性 が あ る と 考 え ら れ た ． M a r r u s h ら （ 1 9 9 8 ） の

試 験 に お い て も カ リ ウ ム 濃 度 6 m e ・ L － 1 で は ， ピ ー マ ン

の 果 実 内 発 芽 を 完 全 に 抑 制 で き な か っ た こ と を 報 告 し て

い る ． そ こ で 本 試 験 で は 前 章 で 行 っ た 濃 度 よ り 高 い カ リ

ウ ム 処 理 が 果 実 内 発 芽 の 抑 制 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て 調 査

し た ．  



 - 47 - 

田 中 ら （ 1 9 7 7 ） は ， カ リ ウ ム 濃 度 2 0 m e ・ L － 1 で キ ュ

ウ リ の 生 育 が 著 し く 低 下 す る と 報 告 し て お り ， 同 じ ウ リ

科 の メ ロ ン で も 高 カ リ ウ ム 濃 度 処 理 に よ り 生 育 抑 制 や 種

子 収 量 ・ 品 質 の 低 下 懸 念 さ れ る ．  

本 章 で は ， 高 カ リ ウ ム 施 肥 が メ ロ ン の 種 子 収 量 や 種 子

品 質 を 低 下 さ せ ず に 果 実 内 発 芽 を 抑 制 し 得 る か を 検 討 し

た ．  

 

材 料 お よ び 方 法  

試 験 3 ．  

1 .  供 試 植 物 と 試 験 区  

供 試 植 物 は ， 第 2 章 の 試 験 2 と 同 様 ，（ 財 ） 日 本 園 芸

生 産 研 究 所 保 有 の 果 実 内 発 芽 し 易 い 系 統 ‘ S ･ V S ’ と 果 内

発 芽 し 難 い 系 統 ‘ R ･ V S ’ の 他 ， 果 実 内 発 芽 し 易 い 系 統 と

し て ‘ S ･ V S ･ K Y ’（ 台 湾 農 友 種 苗 ） を 母 系 と し て 供 試 し

た ．          

栽 培 試 験 は ， 養 液 栽 培 で 行 い ， 培 養 液 に 山 崎 メ ロ ン 処

方 を 用 い た ．交 配 開 始 期 か ら 培 養 液 の K 濃 度 の み を 変 え ，

標 準 濃 度 区 （ 6 . 0  m e ･ L － 1 ）， 2 0 0 % 濃 度 区 （ 1 2 . 0  m e ･ L － 1  ）

の 2 水 準 で 処 理 を 行 っ た ．2 0 0 % 濃 度 区 の K 濃 度 の 調 節 は ，
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山 崎 メ ロ ン 処 方 に K 2 S O 4 を 添 加 す る こ と に よ り 行 っ た ． 

 

2 .  耕 種 概 要  

2 0 1 1 年 3 月 2 9 日 に 培 養 土 を 充 填 し た 育 苗 箱 に 播 種 し ，

4 月 5 日 に 1 0 . 5  c m ポ ッ ト に 鉢 上 げ し 3 0 日 間 育 苗 し た 後 ，

4 月 2 2 日 に 本 葉 3 枚 の 苗 を ピ ー ト モ ス ： バ ー ミ キ ュ ラ イ

ト （ 7 : 3 ） の 培 地 を 充 填 し た 1 5  L 容 の ポ リ 袋 に 1 株 ず つ

植 え ， 硬 質 プ ラ ス チ ッ ク ハ ウ ス （ 8  m × 3 0  m ） 内 に 3 0  c m

間 隔 で 設 置 し た ． 定 植 株 数 は ， 各 処 理 区 1 6 株 2 反 復 計

3 2 株 と し た ．  

交 配 は ， 5 月 2 5 ～ 2 8 日 の 間 に 行 い ， 父 系 と し て 当 所 育

成 の 系 統 A を 用 い ， 上 記 3 系 統 の 母 株 に 午 前 1 0 時 頃 ま

で に 交 配 し た ．  

培 養 液 の 給 液 は ， 圧 力 補 正 付 き ド リ ッ パ ー （ 吐 出 量 2   

L ・ h － 1 × 4 個 ，  4 枝 マ ニ フ ォ ー ル ド 間 隔 3 0  c m ，  ネ タ

フ ィ ム ジ ャ パ ン ） で 点 滴 潅 液 し た ． 定 植 か ら 交 配 前 日 ま

で は ，す べ て の 処 理 区 に お い て 標 準 濃 度 の 培 養 液 を 与 え ，

交 配 開 始 日 か ら 供 試 3 系 統 の そ れ ぞ れ を 上 記 2 水 準 の K

濃 度 で 2 0 日 間 潅 液 し ， そ の 後 収 穫 ま で 処 理 濃 度 を 漸 減

し た ．  
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整 枝 法 は ， 慣 行 の 1 本 仕 立 て 栽 培 と し ， 親 づ る の 1 1

～ 1 5 節 の 子 づ る に 2 果 着 果 さ せ た ．  

収 穫 は ， 種 子 成 熟 過 程 の 交 配 後 3 5 日 と 種 子 完 熟 期 の

5 0 日 の 2 回 行 っ た ．  

3 .  調 査 方 法  

第 1 章 の 試 験 1 に 準 じ て サ ン プ リ ン グ し 下 記 の 項 目 に つ

い て 調 査 し た ．  

1 )  果 実 内 発 芽 率 調 査   

種 皮 が 割 れ て 幼 根 ま た は 子 葉 が 見 え る 種 子 を 果 実 内 発

芽 と し ， 採 種 粒 数 に 対 す る 割 合 を 調 査 し た ．  

2 )   発 芽 試 験  

国 際 種 子 検 査 規 定 （ I S T A ） に 準 じ ， 濾 紙 を 2 枚 敷 い た

1 2 c m シ ャ ー レ 内 に 種 子 を 5 0 粒 置 床 し 8 m l の 蒸 留 水 を 灌

水 後 ，2 5 ℃ で 7 日 間 イ ン キ ュ ベ ー ト し 発 芽 率 を 調 査 し た ． 

3 )  B r i x 値 の 測 定  

 収 穫 後 5 0 日 ， 追 熟 後 2 週 目 の 果 実 に つ い て 可 溶 性 固

形 物 濃 度 を 屈 折 糖 度 計 （ ア タ ゴ ） を 用 い て 測 定 し た ．  

4 )  A B A 分 析  

種 子 ・ 胎 座 部 果 汁 中 の A B A 分 析 は ， － 8 0 ℃ に 凍 結 保 存

し た サ ン プ ル を 用 い た ． A r e n a s － H u e r t e r o  ( 2 0 0 0 ） の 方
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法 に 準 じ ， 種 子 1 0 0 m g 程 度 を 液 体 窒 素 で 凍 結 粉 砕 し ， 抽

出 用 メ タ ノ ー ル （ 1 0 m M  H C l ,  1 % [ w / v ] ポ リ ビ ニ ル ピ ロ リ

ド ン ） 2 m l を 用 い 4 ℃ 条 件 下 で 1 2 時 間 振 と う 抽 出 し た ．

抽 出 液 を 中 和 後 ， 遠 心 分 離 し た 上 澄 み 液 を 用 い

P h y t o d e t e k － A B A k i t （ A g d i a  I n c ．） に よ り 遊 離 型

c i s - A B A を 定 量 し た ．  

5 )  果 汁 中 の 無 機 イ オ ン 濃 度 分 析   

無 機 イ オ ン ( N O 3 － ,  K ＋ ,  M g 2 ＋ ,  C a 2 ＋ ) 濃 度 は ， 収 穫 後

5 0 日 の 果 実 に つ い て 小 型 反 射 式 光 度 計 （ M e r c h ，  

R Q f l e x 1 0 ） に よ り 測 定 し た ．  

 

結  果  

 

1 .  高 カ リ ウ ム 施 肥 が 果 実 な ら び に 種 子 収 量 に 及 ぼ す

影 響   

果 重 は ，‘ S ･ V S ’ の K 濃 度 1 2 . 0  m e 区 に お い て 減 少 し

た が ，‘ S ･ V S ･ K Y ’ お よ び ‘ R ･ V S ’ に お い て は K 処 理 に

よ る 有 意 な 差 は み ら れ な か っ た ． B r i x は ， 全 て の 系 統 に

つ い て 高 K 濃 度 区 で 有 意 に 増 加 す る 傾 向 が み ら れ た ． 1

果 当 た り の 種 子 数 は ， カ リ ウ ム 処 理 に よ る 有 意 な 差 は み
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ら れ な か っ た ． 千 粒 重 は ，‘ S ･ V S ･ K Y ’ に お い て 高 K 濃

度 区 で 有 意 に 減 少 し た が ，‘ S ･ V S ’ お よ び ‘ R ･ V S ’ で は

K 濃 度 の 影 響 は み ら れ な か っ た ．（ 第 3 - 1 表 ）．  

2 .  果 実 内 発 芽 の 難 易 度 の 異 な る 系 統 間 に お け る 胎 座 部

周 辺 果 汁 中 の 無 機 イ オ ン 濃 度 の 差 異  

胎 座 部 周 辺 果 汁 中 の N O 3 － 濃 度 は ， 全 て の 系 統 に お い

て 高 K 濃 度 区 で 高 い 傾 向 を 示 し た ． K + 濃 度 は ， 高 カ リ ウ

ム 施 肥 に よ り 有 意 に 増 加 し ， ま た ， 果 実 内 発 芽 し 易 い 系

統 よ り も 果 実 内 発 芽 し 難 い 系 統 で K + 濃 度 は 有 意 に 高 い

傾 向 を 示 し た ． C a 2 + 濃 度 は 高 K 濃 度 区 で 減 少 す る 傾 向 で

あ っ た が ， M g 2 + は ， K 処 理 に よ る 有 意 な 影 響 は み ら れ な

か っ た （ 第 3 - 2 表 ）．  

3 .  果 実 内 発 芽 と 胎 座 部 周 辺 果 汁 中 な ら び に 種 子 中 の

A B A 含 量 の 関 係   

果 実 内 発 芽 は ，  5 0 日 収 穫 の ‘ S ･ V S ’ お よ び ‘ S ･ V S ･

K Y ’に お い て 高 K 施 肥 に よ り 果 実 内 発 芽 率 が 有 意 に 減 少

し た ．‘ R ･ V S ’ に つ い て は ， 両 K 処 理 区 で 果 実 内 発 芽 が

殆 ど み ら れ な か っ た ． 胎 座 部 周 辺 果 汁 中 の A B A 含 量 は ，

3 5 日 お よ び 5 0 日 収 穫 に お い て 高 K 施 肥 に よ り 増 加 す る

傾 向 が み ら れ た ． ま た ， 3 5 日 収 穫 で は ‘ S ･ V S ’・‘ S ･ V S ･
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K Y ’ よ り も ‘ R ･ V S ’ で 含 量 が 多 か っ た ． 種 子 中 の A B A

含 量 は ， 一 定 の 傾 向 が み ら れ な か っ た が ，‘ R ･ V S ’ の 標

準 カ リ ウ ム 区 で 3 5 日 か ら 5 0 日 の 間 に 著 し い A B A 含 量

の 低 下 が み ら れ た （ 第 3 - 3 表 ）．  

4 .  種 子 発 芽 率  

発 芽 率 は ， 3 5 日 収 穫 の ‘ R ･ V S ’ で 高 K 施 肥 に よ り 有

意 に 減 少 す る 傾 向 で あ っ た が ，‘ S ･ V S ’・‘ S ･ V S ･ K Y ’ で

は K 施 肥 に よ る 有 意 な 差 は み ら れ な か っ た ．5 0 日 収 穫 の

‘ S ･ V S ’ で は ， 高 K 施 肥 に よ り 発 芽 率 が 有 意 に 増 加 し た

が ，‘ S ･ V S ･ K Y ’・‘ R ･ V S ’ で は K 処 理 に よ る 有 意 な 差 は

な か っ た （ 第 3 - 4 表 ）．  

 

考  察  

 

第 2 章 に お け る 最 も 高 い カ リ ウ ム 濃 度 6 m e・ L － 1 で は ，

メ ロ ン の 果 実 内 発 芽 の 発 生 が み ら れ た ． M a r r u s h ら

（ 1 9 9 8 ） も ， 同 様 の カ リ ウ ム 濃 度 で ピ ー マ ン の 果 実 内 発

芽 が み ら れ た こ と を 報 告 し て い る ． 一 方 ， 田 中 ら （ 1 9 7 7 ）

は ， カ リ ウ ム 濃 度 2 0 m e ・ L － 1 で キ ュ ウ リ の 生 育 が 著 し

く 低 下 す る と 報 告 し て お り ， 高 濃 度 カ リ ウ ム 施 肥 は ， 同
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じ ウ リ 科 の メ ロ ン に お い て も 生 育 抑 制 や 種 子 収 量 ・ 品 質

の 低 下 を 招 く 可 能 性 が あ る と 懸 念 さ れ た ． し か し ， 本 試

験 で 設 定 し た カ リ ウ ム 濃 度 1 2 m e ・ L － 1 で は ， 種 子 収 量

や 種 子 品 質 に 影 響 を 及 ぼ す こ と な く ， メ ロ ン の 果 実 内 発

芽 を 抑 制 す る こ と が で き た ． こ の こ と か ら 種 子 形 成 期 で

あ る 交 配 期 以 降 に カ リ ウ ム を 追 肥 す る こ と は ， メ ロ ン の

果 実 内 発 芽 の 抑 制 に 有 効 で あ る と 考 え ら れ た ．  

果 実 内 発 芽 し 難 い 系 統 ‘  R ･ V S  ’ の 種 子 中 の A B A 含 量

が カ リ ウ ム 標 準 区 に お い て 3 5 日 か ら 5 0 日 の 間 に 著 し く

低 下 し た 理 由 は 不 明 で あ る が ，種 子 中 の A B A 含 量 が 低 い

に も 関 わ ら ず ‘  R ･ V S  ’ に 果 実 内 発 芽 は み ら れ な か っ た ．

こ の こ と か ら ‘  R ･ V S  ’ に お け る 果 実 内 発 芽 の 抑 制 は ， 胎

座 部 周 辺 果 汁 中 の A B A 含 量 が 高 い こ と が 一 因 で あ る と

結 論 付 け ら れ る か も 知 れ な い ． ま た ， 果 実 内 発 芽 し 易 い

系 統 ‘ S ･ V S ’ は 種 子 中 の A B A 含 量 が 5 0 日 収 穫 区 に お い

て 比 較 的 高 か っ た が ，果 汁 中 の A B A 含 量 は 他 の 系 統 よ り

も 低 く ， 果 実 内 発 芽 の 発 生 が み ら れ た ． こ の 事 実 も 胎 座

部 周 辺 果 汁 中 の A B A 含 量 が 果 実 内 発 芽 の 抑 制 に 重 要 な

役 割 を 果 た し て い る こ と を 示 し て い る ．  

一 方 ，‘ S ･ V S ･ K Y ’ は 胎 座 部 周 辺 果 汁 中 の A B A 含 量 が
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比 較 的 高 か っ た が ， 果 実 内 発 芽 が 発 生 し た ． こ の こ と は

‘ S ･ V S ･ K Y ’ に お け る 果 実 内 発 芽 の 抑 制 が よ り 高 い 濃 度

閾 値 で 起 こ る 可 能 性 が あ る こ と を 示 唆 し て い る ． ま た ，

‘ S ･ V S ･ K Y ’ は 果 実 肥 大 が 他 の 系 統 よ り 早 か っ た こ と か

ら 種 子 の 成 熟 も 早 く ， 結 果 と し て 果 実 内 発 芽 が 多 く な っ

た 可 能 性 も あ る と 考 え ら れ る ．  

胎 座 部 周 辺 果 汁 中 の K + 濃 度 が ，果 実 内 発 芽 し 易 い 系 統

よ り も 果 実 内 発 芽 し 難 い 系 統 で 有 意 に 高 か っ た こ と は 果

実 内 発 芽 の 抑 制 と 無 関 係 で は な い か も 知 れ な い ． カ リ ウ

ム は ， 細 胞 液 中 の 浸 透 圧 を 調 節 す る 働 き が あ り ， そ れ に

伴 う 気 孔 の 開 閉 や 根 圧 の 調 節 に よ っ て 体 内 水 分 を 調 整 し

て い る （ B e n l l o c h  – G o n z á l e z ， 2 0 1 0 ）． 高 K + 濃 度 に よ り

胎 座 部 周 辺 の 果 汁 の 浸 透 圧 が 高 く な り ， 種 子 が 水 分 を 吸

収 し 難 い ， 生 理 的 乾 燥 状 態 が 引 き 起 こ さ れ て い る 可 能 性

も あ る ．  

本 試 験 の 第 2 章 ， 第 3 章 と M a r r u s h ら （ 1 9 9 8 ） の 結

果 か ら 植 物 体 内 の カ リ ウ ム 濃 度 と A B A 含 量 に は 密 接 な

関 係 が あ る と 考 え ら れ る が ，カ リ ウ ム が A B A の 生 合 成 を

促 進 す る メ カ ニ ズ ム に つ い て つ い て は ， 未 だ 解 明 さ れ て

い な い ． C e r a  ( 2 0 0 6 ) は ， 一 価 の 陽 イ オ ン で あ る K ＋ が 必
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要 不 可 欠 で あ る 「 K ＋ 活 性 型  T y p e Ⅰ 酵 素 」 が 存 在 す る と

報 告 し て い る ． ネ オ キ サ ン チ ン 酸 化 開 裂 酵 素 （ N C E D ） な

ど A B A の 生 合 成 に 関 わ る 酵 素 の 中 に K ＋ 活 性 型  T y p e Ⅰ

酵 素 が 存 在 す れ ば 高 カ リ ウ ム 施 肥 と A B A 含 量 増 加 の 機

作 を 解 明 で き る 可 能 性 が あ る ．  

第 2 章 に お い て ‘ S ･ V S ･ K Y ’ の A B A 含 量 が 他 の 系 統 よ

り 著 し く 高 い 結 果 と な っ た が ， 本 章 の 結 果 で は ‘ S ･ V S ’

お よ び ‘ R ･ V S ’ の 含 量 と の 差 は 小 さ く な っ た ． こ の こ と

に つ い て の 考 察 は ， 第 5 章 の 総 合 考 察 で 述 べ る ． 本 章 の

結 果 か ら は ，果 実 内 発 芽 し 易 い 系 統‘ S ･ V S ’・‘ S ･ V S ･ K Y ’

よ り 果 実 内 発 芽 し 難 い 系 統 ‘ R ･ V S ’ の 方 が 胎 座 部 周 辺 果

汁 中 の A B A 含 量 が 高 い 結 果 と な り ， A B A 含 量 の 系 統 間

差 が 果 実 内 発 芽 の 難 易 度 に 関 係 す る と 考 え ら れ た ． し か

し 一 方 で ‘ S ･ V S ’ と ‘ S ･ V S ･ K Y ’ の 胎 座 部 周 辺 果 汁 中

A B A 含 量 に 大 き な 差 が み ら れ た こ と か ら ， 果 実 内 発 芽 の

抑 制 が 起 こ る A B A 濃 度 閾 値 が 系 統 に よ っ て 大 き く 異 な

る 可 能 性 が あ る と 示 唆 さ れ た ．   

 

 

 



 - 56 - 

摘  要  

 

本 試 験 は 高 カ リ ウ ム 施 肥 が メ ロ ン の 果 実 内 発 芽 に 及 ぼ

す 影 響 を 解 明 す る 為 に 行 っ た ． 果 実 内 発 芽 し 易 い 系 統 ２

系 と 果 実 内 発 芽 し 難 い 系 統 １ 系 を ， 高 濃 度 条 件

（ 1 2 . 0 m m o l ・ L － 1 ） を 含 む ２ 水 準 の カ リ ウ ム 条 件 下 で 栽

培 し た ． 高 カ リ ウ ム 濃 度 条 件 下 で 栽 培 し た 場 合 ， 果 実 内

発 芽 し 易 い ２ 系 統 と も ，胎 座 部 周 辺 果 汁 中 の A B A 含 量 が

増 加 し 果 実 内 発 芽 が 有 意 に 抑 制 さ れ た ． 高 カ リ ウ ム 施 肥

に よ る 1 果 当 た り の 種 子 数 ， 種 子 重 ， 種 子 の 発 芽 率 へ の

影 響 は 認 め ら れ な か っ た ． こ の こ と か ら ， 交 配 期 か ら の

高 カ リ ウ ム 施 肥 は ， メ ロ ン 採 種 栽 培 に お い て 種 子 収 量 や

種 子 品 質 を 損 な う こ と な く 果 実 内 発 芽 を 抑 制 で き る 栽 培

技 術 で あ る と 考 え ら れ た ．  
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   35DAP
x    50DAP 　35DAP    50DAP

S・VS         6.0(Cont.) 1016 ab
z 10.85 b 294 a 340 a 27.7 c 35.2 c

S・VS       12.0(High) 922 b 11.55 ab 285 a 336 a 29.2 c 35.3 c

S・VS・KY  6.0 1772 a 8.45 c 172 c 203 c 60.3 a 64.7 a

S・VS・KY 12.0 1826 a 10.05 b 168 c 193 c 52.9 b 54.9 b

R・VS  6.0 759 c 11.00 b 203 b 283 b 20.9 d 24.3 d

R・VS 12.0 772 c 12.40 a 187 b 277 b 20.1 d 23.8 d

 **
y    **  **  **    **    **

 NS    **  NS  NS    *    *

 *    **  NS  NS    **    **

z Mean separation within columns by Tukey's multiple range test at the 5% level.

y **, * and NS: significant at P＜0.01,0.05 and non-significant by 2-way ANOVA.

x DAP: days after pollination.

（L×K）

Line（L）

Potassium（K）

Table 3-1. Effect of high potassium fertilization level on the yield of fruits and seeds .

Line

Potassium

concentration

(me･L
-1
)

Fruit weight

(g)

Brix

(%)

Number of seeds per fruit
Weight of 1,000 seeds

(g)
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S・VS         6.0(Cont.) 9.8 bz 4769 d 12.3 b 26.3 a

S・VS       12.0(High) 12.3 a 5900 bc 10.7 b 25.7 a

S・VS・KY  6.0 4.8 cd 4295 d 19.4 a 25.3 a

S・VS・KY 12.0 7.5 c 5393 c 10.2 b 20.8 b

R・VS  6.0 2.4 d 6350 b 17.3 a 11.8 c

R・VS 12.0 3.8 d 7940 a 7.8 c 11.3 c

** y   **  **  **

**   **  **  NS

NS   NS  NS  NS

z Mean separation within columns by Tukey's multiple range test at the 5% level.

y **, * and NS: significant at P＜0.01,0.05 and non-significant by 2-way ANOVA.

x Data of the fruits harvested at 50 days after pollination 

（L×K）

Line（L）

Potassium（K）

NO3
－

K
+

Ca
2+

Mg
2+

Line

Potassium

concentration

(me･L
-1
)

Mineral element concentrations

(mg･L
-1
)

Table 3-2. Effect of high potassium fertilization level on mineral element

concentrations in juice samples around the placenta x
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   35DAP
x    50DAP    35DAP    50DAP    35DAP    50DAP

S・VS         6.0(Cont.) 0.28 az 3.67 a 199 e 44 e 42.7 c 22.7 ab

S・VS       12.0(High) 0.10 a 1.81 b 273 d 96 d 50.2 bc 32.7 ab

S・VS・KY  6.0 0.12 a 2.00 ab 717 c 129 c 52.1 b 36.9 a

S・VS・KY 12.0 0.15 a 0.84 c 985 b 324 a 60.6 b 47.6 a

R・VS  6.0 0.00 b 0.03 d 897 b 60 e 73.9 a 7.7 b

R・VS 12.0 0.00 b 0.01 d 1297 a 197 b 57.3 b 24.0 ab

  ** y  **  **  **  **  **

 NS  **  **  **  *  NS

 NS  NS  **  **  NS  NS

z Mean separation within columns by Tukey's multiple range test at the 5% level.

y **, * and NS: significant at P＜0.01,0.05 and non-significant by 2-way ANOVA.

x DAP: days after pollination.

Table 3-3. Effect of high potassium fertilization level on the percentage of viviparous
sprouting, abscisic acid content in juice samples around the placenta and in seeds.

Line

Potassium

concentration

(mmol･L
-1
)

Potassium（K）

Abscisic acid content in
juice samples around the

placenta (ng･g
－1

FW)

Abscisic acid content
in seeds

(ng･g
－1

FW)

Percentage of viviparous

sprouting
(%)

（L×K）

Line（L）
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   35DAP
x    50DAP

S・VS         6.0(Cont.) 85.0 b
z 90.5 b

S・VS       12.0(High) 92.0 b 95.0 a

S・VS･KY  6.0 94.0 ab 97.1 a

S・VS･KY 12.0 97.0 a 95.3 a

R・VS  6.0 88.0 b 95.5 a

R・VS 12.0 80.7 c 92.3 a

  **
y  **

 NS  NS

 NS  NS

z Mean separation within columns by Tukey's multiple range test at the 5% level.

y **, * and NS: significant at P＜0.01,0.05 and non-significant by 2-way ANOVA.

x DAP: days after pollination.

w Seeds used for germination test were stored for 6 months after harvest

（L×K）

Line（L）

Potassium（K）

Line

Potassium

concentration

(me･L
-1
)

Percentage of seed

germination
w

(%)

Table 3-4. Effect of high potassium fertilization
level on the percentage of seed germination.
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第 4 章  外 生 ア ブ シ ジ ン 酸 処 理 に よ る メ ロ

ン 種 子 の 果 実 内 発 芽 の 抑 制  
 

緒  言  

 

第 2 章 ・ 第 3 章 の 結 果 か ら ， 果 実 内 発 芽 は 低 カ リ ウ ム

条 件 下 で 胎 座 部 周 辺 果 汁 中 の A B A 含 量 が 低 下 す る こ と

に よ り 引 き 起 こ さ れ る こ と ， ま た ， カ リ ウ ム 濃 度 1 2 . 0  

m e ･ L － 1 で 種 子 収 量 を 損 な わ ず に 果 実 内 発 芽 を 抑 制 で き

る こ と が 示 唆 さ れ た ．  

し か し ， 砂 質 土 壌 な ど 陽 イ オ ン 交 換 容 量 （ C E C ） が 低

い 土 壌 で は K ＋ が 溶 脱 し や す く ， 高 カ リ ウ ム 施 肥 で 果 実

内 発 芽 を 抑 制 で き な い 可 能 性 が あ る こ と も 考 え ら れ る ．  

一 方 で ， 外 生 A B A 処 理 が キ ュ ウ リ 植 物 体 中 の A B A 含

量 を 高 め ， 高 温 条 件 下 で の カ リ ウ ム 吸 収 量 を 増 加 さ せ る

（ D u  a n d  T a c h i b a n a ，  1 9 9 5 ） と の 報 告 が み ら れ る ． 禿 ら

（ 1 9 9 2 ） は ， メ ロ ン 果 実 へ の 外 生 A B A 処 理 が ， 果 重 と 糖

度 を 増 加 さ せ る と 報 告 し て い る ． 高 糖 度 は ， 果 汁 の 高 浸

透 圧 に つ な が り 果 実 内 発 芽 を 抑 制 す る 可 能 性 が あ る こ と

が 示 唆 さ れ て い る（ W e l b a u m ，1 9 9 9 ）．こ れ ら の こ と か ら ，
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外 生 A B A 処 理 は ， 植 物 体 内 の A B A 濃 度 を 高 め る だ け で

な く ， 果 実 の 糖 度 を 高 め る ， カ リ ウ ム の 吸 収 を 促 進 す る

な ど ， 果 実 内 発 芽 を 抑 制 す る 多 く の 条 件 を 引 き 起 こ す 可

能 性 が あ る こ と が 考 え ら れ る ．  

そ こ で 本 章 で は ， 低 カ リ ウ ム 施 肥 下 に お い て も 外 生

A B A 処 理 が 果 実 内 発 芽 を 抑 制 し 得 る か 検 討 し た ．  

 

材 料 お よ び 方 法  

 

試 験 4  

1 .  供 試 植 物 と 試 験 区  

供 試 植 物 は ， 第 1 章 か ら 第 3 章 ま で 共 通 し て 用 い て い

る （ 財 ） 日 本 園 芸 生 産 研 究 所 保 有 の 果 実 内 発 芽 し 易 い 系

統 ‘ S ･ V S ’ を 母 系 と し て 供 試 し た ．          

栽 培 試 験 は ， 試 験 1 と 同 様 ， 養 液 栽 培 で 行 い ， 培 養 液

に 山 崎 メ ロ ン 処 方 を 用 い た ． 交 配 開 始 期 か ら 培 養 液 の K

濃 度 の み を 変 え ， 標 準 濃 度 区 （ 6 . 0  m e ･ L － 1 ）， 2 5 % 濃 度

区 （ 1 . 5  m e ･ L － 1  ） の 2 水 準 で 処 理 を 行 っ た ． 2 5 % 濃 度

区 の K 濃 度 の 調 節 は ， 山 崎 メ ロ ン 処 方 の K N O 3 を 削 減 し

K 2 S O 4 で 代 替 す る こ と に よ り 行 っ た ． A B A 処 理 は ， 交 配
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後 2 5 日 の 果 実 に 0 ,  1 0 0 ,  3 0 0  m g ･ L － 1 の  A B A 溶 液 を 散 布

す る こ と に よ り 行 っ た ．   

2 .  耕 種 概 要  

2 0 1 1 年 3 月 2 9 日 に 培 養 土 を 充 填 し た 育 苗 箱 に 播 種 し ，

4 月 5 日 に 1 0 . 5  c m ポ ッ ト に 鉢 上 げ し 3 0 日 間 育 苗 し た 後 ，

4 月 2 2 日 に 本 葉 3 枚 の 苗 を ピ ー ト モ ス ： バ ー ミ キ ュ ラ イ

ト （ 7 : 3 ） の 培 地 を 充 填 し た 1 5  L 容 の ポ リ 袋 に 1 株 ず つ

植 え ， 硬 質 プ ラ ス チ ッ ク ハ ウ ス （ 8  m × 3 0  m ） 内 に 3 0  c m

間 隔 で 設 置 し た ． 定 植 株 数 は ， 各 処 理 区 1 6 株 2 反 復 計

3 2 株 と し た ．  

交 配 は ， 5 月 2 5 ～ 2 8 日 の 間 に 行 い ， 父 系 と し て 当 所 育

成 の 系 統 A を 用 い ， 上 記 3 系 統 の 母 株 に 午 前 1 0 時 頃 ま

で に 交 配 し た ．  

培 養 液 の 給 液 は ， 圧 力 補 正 付 き ド リ ッ パ ー （ 吐 出 量 2   

L ・ h － 1 × 4 個 ，  4 枝 マ ニ フ ォ ー ル ド 間 隔 3 0  c m ，  ネ タ

フ ィ ム ジ ャ パ ン ） で 点 滴 潅 液 し た ． 定 植 か ら 交 配 前 日 ま

で は ，す べ て の 処 理 区 に お い て 標 準 濃 度 の 培 養 液 を 与 え ，

交 配 開 始 日 か ら 供 試 3 系 統 の そ れ ぞ れ を 上 記 2 水 準 の K

濃 度 で 2 0 日 間 潅 液 し ， そ の 後 収 穫 ま で 処 理 濃 度 を 漸 減

し た ．  
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整 枝 法 は ， 慣 行 の 1 本 仕 立 て 栽 培 と し ， 親 づ る の 1 1

～ 1 5 節 の 子 づ る に 2 果 着 果 さ せ た ．  

収 穫 は ， 種 子 成 熟 過 程 の 交 配 後 3 5 日 と 種 子 完 熟 期 の

5 0 日 の 2 回 行 っ た ．  

1 .  調 査 方 法  

第 1 章 に 準 じ て サ ン プ リ ン グ し 下 記 の 項 目 に つ い て 調 査

し た ．  

1 )  果 実 内 発 芽 率 調 査   

種 皮 が 割 れ て 幼 根 ま た は 子 葉 が 見 え る 種 子 を 果 実 内 発

芽 と し ， 採 種 粒 数 に 対 す る 割 合 を 調 査 し た ．  

2 )   発 芽 試 験   

国 際 種 子 検 査 規 定 （ I S T A ） に 準 じ ， 濾 紙 を 2 枚 敷 い た

1 2 c m シ ャ ー レ 内 に 種 子 を 5 0 粒 置 床 し 8 m l の 蒸 留 水 を 灌

水 後 ，2 5 ℃ で 7 日 間 イ ン キ ュ ベ ー ト し 発 芽 率 を 調 査 し た ． 

3 )  B r i x 値 の 測 定  

 収 穫 後 5 0 日 ， 追 熟 後 2 週 目 の 果 実 に つ い て 可 溶 性 固

形 物 濃 度 を 屈 折 糖 度 計 （ ア タ ゴ ） を 用 い て 測 定 し た ．  

4 )  A B A 分 析   

種 子 ・ 胎 座 部 果 汁 中 の A B A 分 析 は ， － 8 0 ℃ に 凍 結 保 存

し た サ ン プ ル を 用 い た ． A r e n a s － H u e r t e r o  ( 2 0 0 0 ） の 方
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法 に 準 じ ， 種 子 1 0 0 m g 程 度 を 液 体 窒 素 で 凍 結 粉 砕 し ， 抽

出 用 メ タ ノ ー ル （ 1 0 m M  H C l ,  1 % [ w / v ] ポ リ ビ ニ ル ピ ロ リ

ド ン ） 2 m l を 用 い 4 ℃ 条 件 下 で 1 2 時 間 振 と う 抽 出 し た ．

抽 出 液 を 中 和 後 ， 遠 心 分 離 し た 上 澄 み 液 を 用 い

P h y t o d e t e k － A B A k i t （ A g d i a  I n c ．） に よ り 遊 離 型

c i s - A B A を 定 量 し た ．  

5 )  果 汁 中 の 無 機 イ オ ン 濃 度 分 析   

無 機 イ オ ン ( N O 3 － ,  K ＋ ,  M g 2 ＋ ,  C a 2 ＋ ) 濃 度 は ， 収 穫 後

5 0 日 の 果 実 に つ い て 小 型 反 射 式 光 度 計 （ M e r c h ，  

R Q f l e x 1 0 ） に よ り 測 定 し た ．  

 

結  果  

 

1 .  A B A 処 理 が 果 実 な ら び に 種 子 収 量 に 及 ぼ す 影 響   

A B A 処 理 濃 度 の 増 加 に 伴 い ， 果 重 が 有 意 に 増 加 す る 傾

向 が み ら れ た ． B r i x 値 は ， A B A 処 理 濃 度 の 増 加 に 伴 い 著

し く 増 加 し た ． 1 果 あ た り の 種 子 数 は ， A B A 濃 度 が 高 く

な る ほ ど 有 意 に 減 少 し た が ， そ れ と 相 反 的 に 千 粒 重 は 増

加 し た ． 本 試 験 の 「 種 子 」 は ， 比 重 に よ り 選 別 し た 種 子

を さ す ． 果 重 ， 1 果 あ た り の 種 子 数 ， 5 0 日 収 穫 の 千 粒 重
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は K 濃 度 6 . 0  m e ･ L － 1 区 よ り も 1 . 5  m e ･ L － 1 区 で 有 意 に

減 少 し た （ 第 4 - 1 表 ）．  

 

2 .  果 実 内 発 芽 の 難 易 度 の 異 な る 系 統 間 の 胎 座 部 周 辺 果

汁 中 の 無 機 イ オ ン 濃 度 の 差 異  

A B A 処 理 濃 度 が 高 く な る ほ ど 胎 座 部 周 辺 果 汁 中 の N O 3

－ 濃 度 が 増 加 し た ． ま た ， K 濃 度 1 . 5  m e ･ L － 1 区 よ り 6 . 0  

m e ･ L － 1 区 で N O 3 － 濃 度 が 高 い 傾 向 で あ っ た ． K + 濃 度 は ，

A B A 処 理 濃 度 3 0 0  m g ･ L － 1 区 で 著 し く 増 加 す る 傾 向 が み

ら れ た ． C a 2 + お よ び  M g 2 + 濃 度 は ， A B A 処 理 濃 度 の 増 加

に 伴 い 減 少 す る 傾 向 が み ら れ た （ 第 4 - 2 表 ）．  

3 .  果 実 内 発 芽 と 胎 座 部 周 辺 果 汁 中 な ら び に 種 子 中 の

A B A 含 量 の 関 係   

外 生 A B A 処 理 濃 度 が 高 く な る ほ ど ， 5 0 日 収 穫 に お け

る 果 実 内 発 芽 率 は 有 意 に 減 少 し た ． 一 方 ， 胎 座 部 周 辺 果

汁 中 の A B A 含 量 は ， A B A 処 理 濃 度 の 増 加 に 伴 い 増 加 し

た ． ま た ， K 濃 度 1 . 5  m e ･ L － 1 区 よ り 6 . 0  m e ･ L － 1 区 で

A B A 含 量 が 高 か っ た ． 種 子 中 の A B A 含 量 も 外 生 A B A 処

理 濃 度 が 高 く な る ほ ど 増 加 し た ．（ 第 4 - 3 表 ）．  

4 .  種 子 発 芽 率  
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収 穫 後 6 ヶ 月 の 種 子 に お い て ， A B A 処 理 濃 度 の 増 加 に

伴 い ， 3 5 日 ・ 5 0 日 収 穫 と も に 発 芽 率 が 著 し く 減 少 す る

傾 向 が み ら れ た ． 収 穫 後 1 2 ヶ 月 の 種 子 に つ い て も 同 様

の 傾 向 で あ っ た が ， 収 穫 後 6 ヶ 月 の 種 子 よ り も 発 芽 率 が

高 か っ た （ 第 4 - 4 表 ）．  

 

考  察  

 

果 実 に 外 生 A B A 処 理 を す る こ と で 果 実 内 の A B A 含 量

が 増 加 す る こ と が 知 ら れ て い る （ K o n d o ， 1 9 9 8 ）． 本 試 験

に お い て も メ ロ ン 果 実 へ の 外 生 A B A 処 理 に よ り 胎 座 部

周 辺 果 汁 中 お よ び 種 子 中 の A B A 含 量 が 増 加 し た ．そ の 結

果 と し て ， 低 カ リ ウ ム 施 肥 下 に お い て も 果 実 内 発 芽 が 減

少 し た と 考 え ら れ る ．  

D u  a n d  T a c h i b a n a （ 1 9 9 5 ） は ， 外 生 A B A 処 理 に よ り キ

ュ ウ リ 植 物 体 中 の A B A 含 量 が 増 加 し 高 温 条 件 下 で の カ

リ ウ ム 吸 収 量 を 増 加 す る と 報 告 し て い る ． 本 試 験 に お い

て も 外 生 A B A 処 理 に よ り 胎 座 部 周 辺 果 汁 中 の カ リ ウ ム

濃 度 が 増 加 し た ． こ の こ と は ， 外 生 A B A 処 理 が 直 接 的 に

胎 座 部 周 辺 果 汁 中 お よ び 種 子 中 の A B A 含 量 を 増 加 さ せ
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た だ け で な く ， カ リ ウ ム 吸 収 を 促 進 す る こ と に よ り A B A

の 生 合 成 を 促 進 し た 可 能 性 が あ る こ と を 示 唆 し て い る ．  

ま た ，本 試 験 に お け る 外 生 A B A 処 理 に よ り 果 重 と 糖 度

の 増 加 が み ら れ た ． こ れ は 禿 ら （ 1 9 9 2 ） の 報 告 と 一 致 す

る ． W e l b a u m （ 1 9 9 9 ） は ， 高 糖 度 は 果 汁 の 高 浸 透 圧 と 関

係 し メ ロ ン 果 実 中 の 種 子 の 発 芽 を 抑 制 す る 一 因 で あ る 可

能 性 が あ る こ と を 示 唆 し て お り ， 本 試 験 に お け る 果 実 内

発 芽 の 抑 制 に も 無 関 係 で な い 可 能 性 が あ る と 考 え ら れ る ．  

一 方 で ，外 生 A B A 処 理 は 採 種 後 6 ヶ 月 経 過 し た 種 子 の

発 芽 率 に も 著 し い 抑 制 作 用 を 引 き 起 こ し ， そ の 影 響 は 採

種 後 1 2 ヶ 月 の 種 子 に も 残 る 結 果 と な っ た ． こ の 事 実 は ，

A B A が 登 熟 過 程 の 種 子 発 芽 を 抑 制 し た だ け で な く ， 種 子

休 眠 の 継 続 に 影 響 を 及 ぼ し て い る こ と を 示 し て い る ．  

ま た ，外 生 A B A 処 理 に よ り １ 果 あ た り の 種 子 数 の 減 少

も み ら れ た ． 本 試 験 で は ， 種 皮 の み が 形 成 さ れ 胚 の 発 達

が 不 十 分 で あ る 種 子 ， 所 謂 「 し い な 」 は 比 重 選 で 除 き ，

充 実 し た 種 子 の み 粒 数 や 発 芽 率 を 調 査 し て い る ． 種 子 の

総 数 は 変 わ ら な い が ， 未 熟 種 子 が 増 え た 可 能 性 も あ る と

考 え ら れ る ．  W e l b a u m （ 1 9 9 9 ） は ， メ ロ ン 種 子 の 胚 形 成

は 交 配 後 1 5 日 か ら 始 ま り 交 配 後 3 0 日 目 ま で に 発 芽 能 力
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を 有 す る ま で 発 達 す る と 報 告 し て い る ．禿 ら（ 1 9 9 2 ）は ，

交 配 後 2 5 日 の メ ロ ン 果 実 へ の 外 生 A B A 処 理 が ， 果 重 と

糖 度 を 増 加 さ せ る と 報 告 し て お り ， 本 試 験 の 処 理 日 も 交

配 後 2 5 日 と し た が ， 胚 の 形 成 途 中 の A B A 処 理 に よ り 一

部 の 種 子 の 胚 形 成 が 停 止 し た 可 能 性 が あ る こ と も 考 え ら

れ る ． そ の こ と に よ り 種 子 形 成 が 停 止 し た 分 の シ ン ク 活

性 が 低 下 し ， 余 剰 同 化 産 物 が 果 重 や 糖 度 の 増 加 を 招 い た

の か も 知 れ な い ．  

外 生 A B A 処 理 に よ り メ ロ ン 果 実 中 の A B A 含 量 が 高 く

な る 傾 向 を 示 し た が ，種 子 中 の A B A 含 量 に つ い て は 処 理

に よ る 濃 度 差 は 少 な か っ た ． 一 方 ， 胎 座 部 周 辺 果 汁 中 の

A B A 含 量 は ， 特 に 3 5 日 収 穫 区 で 外 生 A B A 処 理 に よ る 顕

著 な 濃 度 差 を 示 し た ．こ の 結 果 も 種 子 中 の A B A 含 量 よ り

も 果 汁 中 の A B A 含 量 の 方 が 漿 果 の 果 実 内 発 芽 の 抑 制 に

優 位 的 に 働 い て い る こ と を 示 し て い る ．  

以 上 の 結 果 か ら 外 生 A B A 処 理 は ，低 カ リ ウ ム 条 件 下 に

お い て も 果 汁 中 と 種 子 中 の A B A 含 量 を 増 加 し 果 実 内 発

芽 を 抑 制 す る こ と が 明 ら か に な っ た ． し か し ， 同 時 に 種

子 の 発 芽 不 良 や 充 実 種 子 数 の 減 少 を 引 き 起 こ す た め ， 本

試 験 の 濃 度 範 囲 で は 採 種 栽 培 に 用 い る に は 不 適 と 考 え ら
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れ た ．  

 

摘  要  

 

第 4 章 に お い て ，外 生 A B A の 施 用 が 低 濃 度 カ リ ウ ム 施

肥 下 で 生 育 し た メ ロ ン の 果 実 内 発 芽 に 及 ぼ す 影 響 を 調 査

し た ． 果 実 内 発 芽 し 易 い メ ロ ン １ 系 統 を 用 い 低 濃 度 条 件

（ 1 . 5 m m o l・ L － 1 ）を 含 む ２ 水 準 の カ リ ウ ム 条 件 で 栽 培 し ，

交 配 後 2 5 日 の 果 実 に 異 な る 濃 度 の A B A を 処 理 し た ． 外

生 A B A 処 理 に よ り ，胎 座 部 周 辺 果 汁 中 な ら び に 種 子 中 の

A B A 含 有 量 が 増 加 し ， 低 カ リ ウ ム 条 件 下 に お い て も 果 実

内 発 芽 が 抑 制 さ れ た ． し か し ， A B A 処 理 は ， 1 果 当 た り

の 種 子 数 と 種 子 の 発 芽 率 を 著 し く 低 下 さ せ た ． 本 試 験 の

範 囲 内 で は ， A B A 処 理 は 果 実 内 発 芽 の 抑 制 に 効 果 的 で あ

る も の の ， 種 子 収 量 と 種 子 品 質 に 影 響 を 及 ぼ す た め 採 種

栽 培 に 用 い る 技 術 と し て は 検 討 の 余 地 が 残 る ．  
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   35DAP
x    50DAP 　35DAP    50DAP

S・VS      1.5(Low) 0 890 d
z 9.35 c 277 a 294 b 26.9 b 30.1 c

S・VS 1.5 100 937 c 11.55 ab 240 b 269 c 28.7 a 31.3 c

S・VS 1.5 300 939 c 14.90 a 234 b 254 c 30.3 a 32.5 c

S・VS        6.0(Cont.) 0 1016 b 10.55 b 317 b 340 a 27.7 a 35.2 b

S・VS 6.0 100 1105 ab 11.00 b 282 c 306 b 29.7 a 36.6 b

S・VS 6.0 300 1256 a 13.95 ab 266 c 285 b 30.7 a 38.1 a

 **
y  NS  **  **  NS  **

 **  **  *  **  *  *

 *  NS  **  **  NS  NS

z Mean separation within columns by Tukey's multiple range test at the 5% level.

y **, * and NS: significant at P＜0.01,0.05 and non-significant by 2-way ANOVA.

x DAP: days after pollination.

（K×A）

Potassium（K）

ABA treatment（A）

Table 4-1. Effect of abscisic acid treatment on the yield of fruits and seeds grown at a low potassium
fertilization level.

Line

Potassium

concentration

(me･L
-1
)

Abscisic acid

treatment

(mg･L
-1
)

Fruit weight

(g)

Brix

(%)

Number of seeds per fruit
Weight of 1,000 seeds

(g)
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S・VS      1.5(Low) 0 9.5 c
z 3984 d 15.2 a 23.8 b

S・VS 1.5 100 11.7 bc 3873 d 10.3 b 21.8 b

S・VS 1.5 300 13.5 b 5367 b 9.1 b 15.8 c

S・VS        6.0(Cont.) 0 9.8 c 4769 c 12.3 b 26.3 a

S・VS 6.0 100 14.8 a 4273 c 7.2 c 21.5 b

S・VS 6.0 300 16.5 a 6291 a 7.9 c 18.9 ab

     **
y    **      **     *

    **    **      **     **

    *    NS      **     **

z Mean separation within columns by Tukey's multiple range test at the 5% level.

y **, * and NS: significant at P＜0.01,0.05 and non-significant by 2-way ANOVA.

x Data of the fruits harvested at 50 days after pollination 

（K×A）

Potassium（K）

ABA treatment（A）

NO3
－

K
+

Ca
2+

Mg
2+

Line

Potassium

concentration

(me･L
-1
)

Abscisic acid

treatment

(mg･L
-1
)

Mineral element concentration

(mg･L
-1
)

Table 4-2. Effect of abscisic acid　treatment on mineral element concentrations in

juice samples around the placenta. x
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   35DAP
x    50DAP    35DAP    50DAP    35DAP    50DAP

S・VS      1.5(Low) 0 1.05 az 10.57 a 99 e 76 b 40.2 b 19.7 b

S・VS 1.5 100 0.32 b 4.13 b 176 d 60 b 51.5 a 31.4 a

S・VS 1.5 300 0.22 b 1.84 c 562 b 133 ab 57.2 a 37.2 a

S・VS        6.0(Cont.) 0 0.28 b 3.67 b 199 d 44 b 42.7 b 22.7 b

S・VS 6.0 100 0.20 b 0.95 d 324 c 109 ab 42.4 b 27.2 ab

S・VS 6.0 300 0.19 b 0.79 d 832 a 252 a 51.7 a 37.0 a

  ** y  **  **  **  **  **

 NS  **  **  **  *  **

 NS  **  **  **  NS  NS

z Mean separation within columns by Tukey's multiple range test at the 5% level.

y **, * and NS: significant at P＜0.01,0.05 and non-significant by 2-way ANOVA.

x DAP: days after pollination.

（K×A）

Potassium（K）

ABA treatment（A）

Abscisic acid

treatment

(mg･L
-1
)

Percentage of viviparous

sprouting

(%)

Abscisic acid content in

juice samples around the

placenta (ng･g
－1

FW)

Abscisic acid content

in seeds

(ng･g
－1
FW)Line

Potassium

concentration

(me･L
-1
)

Table 4-3. Effect of abscisic acid treatment on the percentage of viviparous sprouting, abscisic acid
content in juice samples around the placenta and seeds grown at a low potassium fertilization level.
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   35DAP
x    50DAP    35DAP    50DAP

S・VS      1.5(Low) 0 92.7 az 95.3 a 92.7 b 94.8 a

S・VS 1.5 100 88.0 ab 75.0 b 90.0 b 84.3 b

S・VS 1.5 300 83.0 b 69.0 c 83.0 c 80.7 b

S・VS        6.0(Cont.) 0 85.0 ab 90.5 a 95.0 a 96.4 a

S・VS 6.0 100 77.0 c 83.0 b 90.6 b 85.8 b

S・VS 6.0 300 75.0 c 78.1 b 88.7 c 86.4 b

  ** y  ** NS NS

 **  ** ** **

 **  ** NS NS

z Mean separation within columns by Tukey's multiple range test at the 5% level.

y **, * and NS: significant at P＜0.01,0.05 and non-significant by 2-way ANOVA.

x DAP: days after pollination.

w Seeds used for germination test were stored for 6 or 12 months after harvest.

6 months 12 months

Potassium（K）

ABA treatment（A）

（K×A）

Table 4-4. Effect of abscisic acid treatment on germination percentage of seeds
grown at a low potassium concentration.

Potassium

concentration

(me･L
-1
)

Abscisic acid

treatment

(mg･L
-1
)

Percentage of seed germination
w

(%)

Line
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第 5 章  総 合 考 察  
 

本 論 文 で は ， 硝 酸 態 窒 素 と カ リ ウ ム の 施 用 量 ， 外 生

A B A 処 理 が メ ロ ン の 果 実 内 発 芽 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て

以 下 の 結 果 を 得 た ． 第 1 章 で は ， 硝 酸 態 窒 素 施 用 量 が 内

生 A B A 含 量 と 果 実 内 発 芽 の 発 生 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て

調 査 し ， 硝 酸 態 窒 素 施 肥 量 の 増 加 に よ り ， 胎 座 部 周 辺 果

汁 中 の A B A 含 量 が 減 少 し ，そ の 結 果 と し て 果 実 内 発 芽 が

増 加 す る こ と ， ま た ， 果 実 内 発 芽 し 易 い 系 統 で は 果 汁 中

の A B A 含 量 が 低 い こ と を 解 明 し た ． 第 2 章 で は ， カ リ ウ

ム 施 用 量 が 内 生 A B A 含 量 と 果 実 内 発 芽 の 発 生 に 及 ぼ す

影 響 に つ い て 調 査 し ， カ リ ウ ム 施 肥 量 の 減 少 に よ り 胎 座

部 周 辺 果 汁 中 の A B A 含 量 が 減 少 し ，そ の 結 果 と し て 果 実

内 発 芽 が 増 加 す る こ と ，ま た ，果 実 内 発 芽 し 難 い 系 統 は ，

低 い A B A 濃 度 閾 値 で 種 子 の 発 芽 抑 制 が あ ら わ れ る こ と

を 示 し た ． 第 3 章 で は ， 交 配 期 以 降 の 高 カ リ ウ ム 施 肥 （ K

濃 度 1 2 m e ・ L － 1 ） に よ り 種 子 収 量 と 種 子 品 質 を 損 な わ ず

果 実 内 発 芽 を 抑 制 で き る こ と を 示 し た ． 第 4 章 で は ， 果

実 へ の 外 生 A B A 処 理 に よ り 低 カ リ ウ ム 条 件 下 に お い て

も 果 実 内 発 芽 を 抑 制 可 能 で あ る こ と を 明 ら か に し た ．       
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本 章 で は さ ら に 各 章 を 通 じ た 共 通 点 や 相 違 点 に つ い て

項 目 ご と に 総 合 考 察 を 行 っ た ．  

 

植 物 体 内 の 無 機 成 分 濃 度 と A B A の 関 係  

種 子 の 休 眠 と 発 芽 に は A B A の 他 ， ジ ベ レ リ ン （ G A ）・

エ チ レ ン ・ オ ー キ シ ン ・ サ イ ト カ イ ニ ン な ど 複 数 の 植 物

ホ ル モ ン が 関 与 す る こ と が 知 ら れ て い る （ K u c e r a ら ，  

2 0 0 5 ）． 本 試 験 で は ， 種 子 の 発 芽 抑 制 や 休 眠 継 続 に 関 与

す る A B A と 無 機 成 分 と の 関 係 に 着 目 し 調 査 を お こ な っ

た が ， こ こ で は ， 無 機 成 分 と A B A と そ の 他 の 植 物 ホ ル モ

ン と の 関 係 に つ い て 考 察 す る ．  

S a l a m a  a n d  W a r e i n g （ 1 9 7 9 ） は ， 硝 酸 態 窒 素 の 減 少

に よ り ヒ マ ワ リ 葉 中 の サ イ ト カ イ ニ ン が 減 少 す る と 報 告

し て い る ．ま た ，レ タ ス に お い て サ イ ト カ イ ニ ン は ， A B A

に よ る 発 芽 抑 制 作 用 を 打 破 す る（ B e w l e y  a n d  F o u n t a i n ，  

1 9 7 2 ） こ と が 示 さ れ て い る ． 一 方 ， D a i e ら （ 1 9 7 9 ） は ，

硝 酸 態 窒 素 の 欠 乏 に よ り ト マ ト 葉 中 の A B A 含 量 が 増 加

す る と 報 告 し て い る ． こ れ ら の こ と か ら ， 本 試 験 に お け

る 硝 酸 態 窒 素 の 増 施 に よ る A B A 含 量 の 減 少 に サ イ ト カ

イ ニ ン が 関 与 し て い る 可 能 性 が あ る こ と も 考 え ら れ る ．  
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ま た ， A l b o r e s i ら （ 2 0 0 5 ） は ， 硝 酸 態 窒 素 が シ ロ イ ヌ

ナ ズ ナ の 種 子 の 休 眠 打 破 に 関 与 す る と 報 告 し ， 硝 酸 態 窒

素 が A B A ま た は ジ ベ レ リ ン （ G A ） の 生 合 成 経 路 に 影 響

を 与 え る こ と を 示 唆 し て い る ． 硝 酸 態 窒 素 の 増 施 に よ り

G A 生 成 量 が 増 加 し て い る 可 能 性 が あ る こ と も 考 え ら れ

る ．  

一 方 ， 硝 酸 態 窒 素 は ， 硝 酸 イ オ ン （ N O 3 － ） の 形 で 植

物 体 内 に 吸 収 さ れ ， 硝 酸 還 元 酵 素 （ n i t r a t e  r e d u c t a s e ;  

N R ） に よ り 亜 硝 酸 （ N O 2 ） に 還 元 さ れ ， さ ら に 一 酸 化 窒

素 （ N O ） に 還 元 さ れ る こ と が 知 ら れ て い る ． ま た ， 一 酸

化 窒 素 合 成 酵 素 （ n i t r i c  o x i d e  s y n t h a s e ;  N O S ） に よ る

N O の 合 成 も 起 き る （ C r a w f o r d ， 2 0 0 6 ） こ と が 知 ら れ て

い る ． N O の 施 与 に よ り 種 子 の 休 眠 が 打 破 さ れ ， 発 芽 が

促 進 さ れ る と の 報 告 （ B e t h k e ら ，  2 0 0 4 ， 2 0 0 6 ;  L i b o u r e l

ら ，  2 0 0 6 ;  S a r a t h ら ，  2 0 0 6 ） が み ら れ る 他 ， A B A に よ

る 気 孔 の 閉 鎖 に N O が 関 与 し て い る と の 報 告 （ D e s i k a n

ら ，  2 0 0 2 ） が み ら れ る こ と か ら ， 本 試 験 の 硝 酸 態 窒 素

の 増 施 に 伴 う 胎 座 部 周 辺 な ら び に 種 子 中 の A B A の 減 少

と 果 実 内 発 芽 の 増 加 に は ， N O が 介 在 し て い る 可 能 性 が

あ る と 考 え ら れ る ．  
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M a r r u s h ら （ 1 9 9 8 ） は ピ ー マ ン に お い て ， 本 試 験 は メ

ロ ン に お い て ， カ リ ウ ム 施 肥 量 の 低 下 に 伴 い ， 種 子 中 や

果 汁 中 の A B A 含 量 が 低 下 す る こ と を 示 し た ． 一 方 ， カ リ

ウ ム が ， A B A な ど の 植 物 ホ ル モ ン の 生 合 成 や 代 謝 に 及 ぼ

す 機 作 は 未 だ 解 明 さ れ て い な い ． C e r a  ( 2 0 0 6 ) は ， 一 価 の

陽 イ オ ン で あ る K ＋ が 必 要 不 可 欠 で あ る「 K ＋ 活 性 型  T y p e

Ⅰ 酵 素 」 が 存 在 す る と 報 告 し て い る ． ネ オ キ サ ン チ ン 酸

化 開 裂 酵 素 （ N C E D ） な ど A B A の 生 合 成 に 関 わ る 酵 素 の

中 に K ＋ 活 性 型  T y p e Ⅰ 酵 素 が 存 在 す れ ば ， カ リ ウ ム 施 用

量 に よ る 植 物 体 内 の K ＋ の 増 減 と A B A の 増 減 の 機 作 を 解

明 で き る 可 能 性 が あ る ． 一 方 で B e n l l o c h  - G o n z á l e z ら

（ 2 0 1 0 ） は ， ヒ マ ワ リ を 用 い た 試 験 に お い て ， カ リ ウ ム

欠 乏 に よ り エ チ レ ン 生 成 量 が 増 加 し ， A B A と エ チ レ ン の

拮 抗 作 用 に よ り 気 孔 の 閉 鎖 が 阻 害 さ れ る と 報 告 し て い る ．

本 試 験 の カ リ ウ ム 施 肥 量 の 減 少 に 伴 う A B A 含 量 の 低 下

に エ チ レ ン の 生 合 成 が 関 与 し て い る 可 能 性 が あ る こ と も

考 え ら れ る ．  
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硝 酸 態 窒 素 と カ リ ウ ム の 相 互 作 用  

第 1 章 ・ 第 2 章 を 通 し て ， 硝 酸 態 窒 素 施 肥 量 の 増 加 ま

た は カ リ ウ ム 施 肥 量 の 減 少 に よ り 果 実 内 発 芽 が 増 加 す る

こ と が 解 明 さ れ た が ， こ の 2 つ の 無 機 成 分 の 間 に は  相

互 関 係 が み ら れ る の だ ろ う か ． そ の 答 え は ， 第 3 章 ・ 第

4 章 の 胎 座 部 周 辺 果 汁 中 の N O 3 － と K ＋ の 関 係 に み ら れ る ． 

す な わ ち 第 3 章 に お い て は ， 高 カ リ ウ ム 施 肥 に よ る K +

濃 度 の 増 加 に 伴 い N O 3 － 濃 度 が 有 意 に 増 加 し ， 第 4 章 で

は ， A B A 処 理 濃 度 が 高 く な る ほ ど K + 濃 度 が 増 加 し ， そ れ

に 付 随 す る よ う に N O 3 － 濃 度 が 増 加 し た ． ま た ， K 濃 度

1 . 5  m e ･ L － 1 区 よ り 6 . 0  m e ･ L － 1 区 で N O 3 － 濃 度 が 高 い 傾

向 も み ら れ た ． つ ま り カ リ ウ ム の 吸 収 量 が 多 く な る と 硝

酸 態 窒 素 の 吸 収 量 が 多 く な る と い う 関 係 が 2 つ の 試 験 を

通 し て 観 察 さ れ た ． R u i z ら ( 2 0 0 0 ) は ， ピ ー マ ン に お い て

カ リ ウ ム 施 肥 の 増 加 に 伴 い 植 物 体 中 の 硝 酸 態 窒 素 含 量 や

有 機 体 窒 素 含 量 が 増 加 す る と 報 告 し て い る ． 適 量 の カ リ

ウ ム 施 肥 は ， 窒 素 の 吸 収 や 輸 送 担 体 （ ト ラ ン ス ポ ー タ ー ）

の 働 き を 促 進 す る （ F Ö s t e r  a n d  J e s c h k e ， 1 9 9 3 ） ほ か ，

硝 酸 還 元 酵 素 ( N R ） の 合 成 や 活 性 化 に 必 要 で あ り ， 結 果
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と し て タ ン パ ク 質 の 合 成 を 促 進 す る（ M a r s c h n e r ， 1 9 9 5 ）

と 考 え ら れ て い る ．  

 本 試 験 の 第 3 章 に お い て 高 カ リ ウ ム 施 肥 に よ り ， 果 実

内 発 芽 が 抑 制 さ れ る こ と を 報 告 し た が ， カ リ ウ ム の 増 施

は ， 果 実 内 発 芽 を 助 長 す る 要 因 で あ る 硝 酸 態 窒 素 の 吸 収

促 進 も 伴 う ． カ リ ウ ム の 増 施 だ け で な く ， 窒 素 施 用 量 と

の バ ラ ン ス も 重 要 で あ る 可 能 性 が あ る と 考 え ら れ る ．  

 

果 実 内 発 芽 の 系 統 間 差 と A B A の 関 係  

本 論 文 で は 果 実 内 発 芽 し 易 い 系 統 を 2 系 統 ， 果 実 内 発

芽 し 難 い 系 統 を 1 系 統 用 い た ． こ れ ら の 系 統 は 本 論 文 の

す べ て の 試 験 に お い て 果 実 内 発 芽 の 難 易 度 に つ い て 系 統

間 で 有 意 な 差 が み ら れ た ． す な わ ち 果 実 内 発 芽 し 難 い 系

統 で は 果 実 内 発 芽 が 殆 ど み ら れ ず ， し 易 い 系 統 で は 果 実

内 発 芽 の 発 生 が 顕 著 で あ っ た ． 一 方 ， A B A 含 量 は ， 第 1

章 か ら 第 3 章 を 通 し て 果 実 内 発 芽 し 易 い 系 統 ‘ S ･ V S ’ よ

り も 果 実 内 発 芽 し 難 い 系 統 ‘ R ･ V S ’ の 方 が 胎 座 部 周 辺 果

汁 中 に お い て 高 い 結 果 と な っ た ． し か し 第 2 章 に お け る

‘ S ･ V S ･ K Y ’ の 5 0 日 収 穫 区 で は ， 果 汁 中 ・ 種 子 中 の A B A

含 量 は 他 の 2 系 統 と 比 較 し て 著 し く 高 い 値 で あ っ た ． こ
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れ は ，‘ S ･ V S ･ K Y ’ は 想 定 し て い た よ り も 熟 期 が 早 く ，

5 0 日 で は 離 層 が 出 来 ，触 れ る だ け で 落 下 す る ほ ど 過 熟 に

な っ て お り ， そ の 後 の 追 熟 に よ り 腐 敗 ， 胎 座 部 果 汁 の 減

少 な ど が み ら れ た ． 第 3 章 で 用 い た ‘ S ･ V S ･ K Y ’ は 第 2

章 で 用 い た 系 統 の 中 か ら 離 層 の 形 成 の 比 較 的 遅 い 系 統 を

選 び 1 世 代 進 め た 系 統 で あ り ， 過 熟 は み ら れ な か っ た ．

第 3 章 に お け る 3 5 日 収 穫 の 胎 座 部 周 辺 果 汁 中 の A B A 含

量 は ， 果 実 内 発 芽 し 易 い 系 統 ‘ S ･ V S ’ お よ び ‘ S ･ V S ･ K Y ’

よ り も 果 実 内 発 芽 し 難 い 系 統 ‘ R ･ V S ’ の 方 が 高 い 結 果 と

な り ，果 実 内 発 芽 の 難 易 度 の 系 統 間 差 と A B A 含 量 の 差 に

関 係 が あ る と 推 察 さ れ た ． し か し 一 方 で ‘ S ･ V S ’ と ‘ S ･

V S ･ K Y ’の 胎 座 部 周 辺 果 汁 中 A B A 含 量 に 大 き な 差 が み ら

れ た こ と か ら ，果 実 内 発 芽 の 抑 制 が 起 こ る A B A 濃 度 閾 値

が 系 統 に よ っ て 大 き く 異 な る 可 能 性 が あ る と 示 唆 さ れ た ．  

  

結  論  
 

本 研 究 の 結 果 ， 漿 果 で あ る メ ロ ン の 果 実 内 発 芽 が 高 硝

酸 態 窒 素 条 件 ま た は 低 カ リ ウ ム 条 件 下 で 胎 座 部 周 辺 果 汁

中 の A B A 含 量 が 低 下 す る こ と に よ り 発 生 す る こ と が 解
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明 さ れ た ． さ ら に ， 高 濃 度 カ リ ウ ム 1 2 . 0  m e ･ L － 1 施 肥 に

よ り 種 子 収 量 と 種 子 品 質 の 低 下 を 招 く こ と 無 く 果 実 内 発

芽 を 抑 制 で き る こ と が 示 さ れ た ． こ の こ と は ， こ れ ま で

情 報 が 少 な く そ の 抑 制 方 法 が 不 明 で あ っ た 採 種 栽 培 に お

け る 果 実 内 発 芽 を 施 肥 管 理 に よ り 抑 制 可 能 で あ る こ と を

示 唆 し て い る ． 一 方 で ， 低 カ リ ウ ム 施 肥 下 で の A B A 処 理

は ， 果 実 内 発 芽 の 抑 制 に 有 効 で あ っ た も の の 種 子 収 量 や

種 子 品 質 の 低 下 を 招 き ， 本 試 験 の 濃 度 範 囲 で は 採 種 栽 培

に 不 適 で あ る と 考 え ら れ た ．  

ま た ， 本 研 究 で は ， 果 実 内 発 芽 の 難 易 度 の 異 な る メ ロ

ン 系 統 を 用 い ， 果 実 内 発 芽 し 易 い 系 統 は 果 実 内 発 芽 し 難

い 系 統 よ り も 胎 座 部 周 辺 果 汁 中 の A B A 含 量 が 低 い こ と ，

果 実 内 発 芽 し 難 い 系 統 は 果 実 内 発 芽 し 易 い 系 統 よ り も

A B A に よ る 発 芽 抑 制 効 果 を 受 け る 濃 度 閾 値 が 低 い こ と

を 明 ら か に し た ． こ れ ら の 相 乗 効 果 が 果 実 内 発 芽 の 発 生

に お け る 系 統 間 差 の 要 因 で あ る と 考 え ら れ る ．  

 こ れ ら の 結 果 は ， 低 カ リ ウ ム 条 件 下 で 果 実 内 発 芽 し 難

い 系 統 を 選 抜 す る な ど 育 種 へ の 応 用 も 可 能 で あ り ， 育

種 ・ 採 種 の 両 面 で 本 試 験 の 知 見 が 利 用 さ れ る こ と を 切 望

す る ． 本 論 文 が 情 報 量 の 少 な い 採 種 栽 培 研 究 発 展 の 一 助
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と な れ ば 幸 甚 で あ る ．  
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S u m m a r y  

 

T h e  p r e s e n t  s t u d y  w a s  c o n s i s t e d  o f  t h e  f o l l o w i n g  

f o u r  e x p e r i m e n t s  c a r r i e d  o u t  a t  J a p a n  H o r t i c u l t u r a l  

P r o d u c t i o n  a n d  R e s e a r c h  I n s t i t u t e  d u r i n g  2 0 0 7 ～ 2 0 1 1 .  

E x p e r i m e n t  1 .   M e l o n ( C u c u m i s  m e l o  L .  g r o u p )  

p l a n t s  o f  a  r e s i s t a n t  l i n e  a n d  a  s u s c e p t i b l e  l i n e  t o  

v i v i p a r o u s  s p r o u t i n g ,  k n o w n  a s  v i v i p a r y ,  w e r e  g r o w n  

w i t h  t h r e e  d i f f e r e n t  c o n c e n t r a t i o n s  ( 6 . 5 ,  1 3 ,  a n d  2 6  

m e ・ L － 1 )  o f  n i t r a t e  n i t r o g e n  i n  o r d e r  t o  c l a r i f y  t h e  

r e l a t i o n s h i p  b e t w e e n  v i v i p a r o u s  s p r o u t i n g  i n  t h e  

f r u i t  a n d  e n d o g e n o u s  l e v e l s  o f  a b s c i s i c  a c i d  ( A B A ) .  

V i v i p a r y  w a s  i n c r e a s e d  w i t h  t h e  h i g h e s t  n i t r a t e  

n i t r o g e n  t r e a t m e n t  i n  t h e  f r u i t s  o f  t h e  s u s c e p t i b l e  

l i n e .  N o  v i v i p a r o u s  s p r o u t i n g ,  h o w e v e r ,  w a s  o b s e r v e d  

i n  i n  a l l  n i t r o g e n  t r e a t m e n t s  f o r  t h e  r e s i s t a n t  l i n e .  

H i g h e r  n i t r a t e  n i t r o g e n  t r e a t m e n t s  d e c r e a s e d  a n  A B A  

c o n t e n t  i n  j u i c e  a r o u n d  p l a c e n t a ,  s h o w i n g  h i g h e r  

c o n t e n t  i n  t h e  r e s i s t a n t  l i n e  t h a n  i n  t h e  s u s c e p t i b l e  

l i n e .  T h e s e  r e s u l t s  s u g g e s t  t h a t  h i g h  n i t r a t e  n i t r o g e n  
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a p p l i c a t i o n  d e c r e a s e s  A B A  c o n t e n t  i n  j u i c e  a r o u n d  

p l a c e n t a ,  c o n s e q u e n t l y  c a u s e s  t h e  i n c r e a s e  i n  

v i v i p a r o u s  s p r o u t i n g  ,  a n d  t h a t  t h e  s u s c e p t i b l e  l i n e  

h a s  l o w e r  c o n t e n t  o f  A B A  i n  j u i c e .  

E x p e r i m e n t  2 .   M e l o n  p l a n t s  o f  t w o  r e s i s t a n t  l i n e s  

a n d  o n e  s u s c e p t i b l e  l i n e  t o  v i v i p a r o u s  s p r o u t i n g  w e r e  

g r o w n  w i t h  t h r e e  d i f f e r e n t  c o n c e n t r a t i o n s  ( 2 . 4 ,  4 . 2 ,  

a n d  6 . 0  m e ・ L － 1 )  o f  p o t a s s i u m  t o  i n v e s t i g a t e  t h e  

r e l a t i o n s h i p  b e t w e e n  v i v i p a r o u s  s p r o u t i n g   a n d  

e n d o g e n o u s  a b s c i s i c  a c i d  ( A B A ) .  S e e d  y i e l d  p e r  f r u i t  

w a s  c o n s i d e r a b l y  d e c r e a s e d  w i t h  d e c r e a s i n g  

p o t a s s i u m  a p p l i c a t i o n  i n  t h e  s u s c e p t i b l e  l i n e .  I n  t h e  

r e s i s t a n t  l i n e ,  h o w e v e r ,  n o  i n f l u e n c e  o n  s e e d  y i e l d  

w a s  o b s e r v e d .  P o t a s s i u m  c o n c e n t r a t i o n s  b o t h  i n  t h e  

p e t i o l e  a n d  i n  t h e  j u i c e  a r o u n d  p l a c e n t a  w e r e  h i g h e r  

i n  t h e  r e s i s t a n t  l i n e  t h a n  i n  t h e  s u s c e p t i b l e  o n e s .  

V i v i p a r y  w a s  i n c r e a s e d  w i t h  d e c r e a s i n g  c o n c e t r a t i o n  

o f  p o t a s s i u m  a p p l i e d  i n  t h e  s u s c e p t i b l e  l i n e s .  N o  

v i v i p a r o u s  s p r o u t i n g  w a s  o b s e r v e d  i n  a l l  p o t a s s i u m  

t r e a t m e n t s  f o r  t h e  r e s i s t a n t  l i n e .  A B A  c o n t e n t  i n  t h e  
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f r u i t  j u i c e  w a s  d e c r e a s e d  w i t h  d e c r e a s i n g  p o t a s s i u m  

c o n c e n t r a t i o n .  G e r m i n a t i o n  t e s t  w a s  c a r r i e d  o u t  w i t h  

d i f f e r e n t  c o n c e n t r a t i o n  o f  A B A ,  a n d  r e s u l t e d  i n  s h a r p  

d e c l i n e  o f  s e e d  g e r m i n a t i o n  w i t h  i n c r e a s i n g  A B A  

c o n c e n t r a t i o n s  i n  r e s i s t a n t  l i n e .  T h e s e  r e s u l t s  

s u g g e s t  t h a t  l o w e r  p o t a s s i u m  a p p l i c a t i o n  m a y  c a u s e  a  

d e c r e a s e  o f  A B A  c o n t e n t  i n  f r u i t  j u i c e ,  t h u s  m a y  c a u s e  

a n  i n c r e a s e  o f  v i v i p a r o u s  s p r o u t i n g  i n  t h e  f r u i t ,  a n d  

t h a t  t h e  r e s i s t a n t  l i n e  s h o w s  t h e  i n h i b i t i v e  e f f e c t  o f  

A B A  o n  s p r o u t i n g  a t  l o w e r  t h r e s h o l d  v a l u e  o f  A B A  

c o n c e n t r a t i o n .         

E x p e r i m e n t  3 .  T h e  p r e s e n t  e x p e r i m e n t s  w e r e  

u n d e r t a k e n  i n  o r d e r  t o  c l a r i f y  t h e  e f f e c t s  o f  a  h i g h  

p o t a s s i u m  f e r t i l i z a t i o n  l e v e l  o n  t h e  o c c u r r e n c e  o f  

v i v i p a r o u s  s p r o u t i n g  i n  m e l o n  f r u i t .  M e l o n  ( C u c u m i s  

m e l o  L .  g r o u p )  p l a n t s  o f  t w o  s u s c e p t i b l e  l i n e s  a n d  o n e  

r e s i s t a n t  l i n e  t o  v i v i p a r o u s  s p r o u t i n g  w e r e  u s e d  a t  

t w o  d i f f e r e n t  p o t a s s i u m  c o n c e n t r a t i o n s .  H i g h  

p o t a s s i u m  f e r t i l i z a t i o n  l e v e l  ( 1 2 . 0  m m o l ･ L － 1 )  

r e s u l t e d  i n  a  r e m a r k a b l e  d e c r e a s e  o f  t h e  o c c u r r e n c e  o f  
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v i v i p a r o u s  s p r o u t i n g  i n  t h e  s u s c e p t i b l e  l i n e s ,  a n d  i n  

t h e  i n c r e a s e  o f  t h e  e n d o g e n o u s  A B A  c o n t e n t .  N o  

s i g n i f i c a n t  d i f f e r e n c e s  w e r e  o b s e r v e d  i n  t h e  s e e d  

n u m b e r  p e r  f r u i t ,  t h e  s e e d  w e i g h t  a n d  t h e  p e r c e n t a g e  

o f  s e e d  g e r m i n a t i o n  a t  a  h i g h  l e v e l  o f  p o t a s s i u m  

f e r t i l i z a t i o n .  

E x p e r i m e n t  4 .   F u r t h e r  e x p e r i m e n t s  w e r e  c o n d u c t e d  

i n  o r d e r  t o  a n a l y z e  t h e  e f f e c t s  o f  e x o g e n o u s  A B A  

t r e a t m e n t  a t  a  l o w  p o t a s s i u m  f e r t i l i z a t i o n  l e v e l  ( 1 . 5  

m m o l ･ L － 1 )  o n  t h e  o c c u r r e n c e  o f  v i v i p a r o u s  s p r o u t i n g  

i n  m e l o n  f r u i t .  A t  2 5  d a y s  a f t e r  p o l l i n a t i o n ,  A B A  

s o l u t i o n  a t  d i f f e r e n t  c o n c e n t r a t i o n s  w a s  s p r a y e d  o n  

t h e  f r u i t s  o f  t h e  s u s c e p t i b l e  m e l o n  l i n e  g r o w n  a t  t w o  

d i f f e r e n t  p o t a s s i u m  f e r t i l i z a t i o n  l e v e l s .  E v e n  a t  a  l o w  

p o t a s s i u m  f e r t i l i z a t i o n  l e v e l ,  e x o g e n o u s  A B A  

a p p l i c a t i o n  i n h i b i t e d  t h e  o c c u r r e n c e  o f  v i v i p a r o u s  

s p r o u t i n g ,  a n d  i n c r e a s e d  A B A  c o n t e n t s  b o t h  i n  t h e  

j u i c e  s a m p l e s  a r o u n d  t h e  p l a c e n t a  a n d  i n  t h e  s e e d s .  

A B A  t r e a t m e n t ,  h o w e v e r ,  l e d  t o  a  s i g n i f i c a n t  d e c r e a s e  

i n  t h e  s e e d  n u m b e r  p e r  f r u i t  a n d  i n  t h e  p e r c e n t a g e  o f  
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s e e d  g e r m i n a t i o n ,  a s  a  r e s u l t  o f  a  r e m a r k a b l e  i n c r e a s e  

i n  t h e  A B A  c o n t e n t  a n d  p o t a s s i u m  a b s o r p t i o n .    
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